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��西西用用水水中中土土手手にに咲咲きき渡渡るる約約１１万万６６００００００本本ののチチュューーリリッッププ

〈まちは楽しい宝島〉 市内有数の観光スポット 元荒川・�西用水の水辺を歩こう…………�～�

特 集 尊厳ある暮らしを守るために 認知症を学び、地域で支え合う………………………�～�

みんなで探そう！ 越谷らしい ながめ…………………………………………………�～�

今春 新しく生まれ変わりました 新方保育所 ＆ 蒲生分署 …………………………�

騎手 大野拓弥（おおのたくや）さん …………………………………	

《イベントガイド》サンシティ、科学技術体験センター、児童館コスモス・ヒマワリ……………………
～�
老人福祉センターけやき荘・くすのき荘・ゆりのき荘、越谷市民プール

『
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー

Ｔ
Ｒ
Ｙ（
ト
ラ
イ
）』が

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す



市
内
有
数
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

市市
内内
有有
数数
のの
観観
光光
スス
ポポ
ッッ
トト

元
荒
川
・
�
西
用
水
の
水
辺
を
歩
こ
う

元元
荒荒
川川
・・
��
西西
用用
水水
のの
水水
辺辺
をを
歩歩
ここ
うう
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谷
古
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越ヶ谷御殿跡 
建長元年板碑 

４
月
中
旬
か
ら

シ
バ
ザ
ク
ラ
が
満
開
に

神神
明明
橋橋
かか
らら
東東
武武
鉄鉄
道道
まま
でで
のの

１１
・・
１１
㌔㌔
ほほ
どど
のの
区区
間間
にに
はは
、、
４４

月月
中中
旬旬
にに
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
がが
咲咲
きき
渡渡

りり
まま
すす
。。
ここ
のの
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
、、
地地

元元
のの
市市
民民
団団
体体「「
ああ
ゆゆ
みみ
会会
」」がが
平平

成成
１１３３
年年
かか
らら
植植
ええ
始始
めめ
たた
もも
のの
でで
、、

自自
治治
会会
やや
小小
学学
生生
もも
植植
栽栽
にに
参参
加加

すす
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
現現
在在
２２
万万
５５

００
００
００
株株
ほほ
どど
植植
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま

すす
。。
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
のの
苗苗
はは
、、
出出
羽羽

地地
区区
自自
治治
会会
連連
合合
会会
・・
出出
羽羽
地地
区区

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
推推
進進
協協
議議
会会
をを
はは

じじ
めめ
、、
地地
元元
のの
企企
業業
やや
奉奉
仕仕
団団
体体

なな
どど
がが
提提
供供
しし
てて
いい
るる
もも
のの
でで
すす
。。

水水
辺辺
再再
生生
のの
モモ
デデ
ルル
箇箇
所所

とと
しし
てて
整整
備備

平平
成成
２２００
年年
〜〜
２２１１
年年
度度
、、
ここ
のの
場場

所所
はは
埼埼
玉玉
県県
のの
水水
辺辺
再再
生生
のの
モモ
デデ

ルル
箇箇
所所
とと
しし
てて
、、
遊遊
歩歩
道道
やや
階階
段段

がが
整整
備備
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
地地
域域
のの
方方

がが
主主
体体
とと
なな
っっ
てて
、、
積積
極極
的的
にに
水水

辺辺
のの
再再
生生
にに
関関
わわ
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと

がが
評評
価価
ささ
れれ
たた
たた
めめ
でで
すす
。。
ここ
のの

水水
辺辺
再再
生生
のの
事事
業業
はは
、、
誰誰
もも
がが
川川

にに
愛愛
着着
をを
もも
ちち
、、
ふふ
るる
ささ
とと
をを
実実

感感
でで
きき
るる
「「
川川
のの
国国

埼埼
玉玉
」」
をを

実実
現現
すす
るる
たた
めめ
県県
がが
実実
施施
しし
てて
いい

るる
もも
のの
。。
県県
・・
市市
・・
地地
域域
のの
方方
がが

連連
携携
をを
とと
りり
なな
がが
らら
整整
備備
をを
進進
めめ

てて
きき
まま
しし
たた
。。
市市
内内
でで
はは
、、
ここ
のの

ほほ
かか
にに
東東
京京
��
西西
用用
水水
がが
モモ
デデ
ルル

箇箇
所所
にに
選選
ばば
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、

今今
年年
度度
かか
らら
はは
新新
方方
川川
、、
末末
田田
大大

用用
水水
、、
南南
部部
��
西西
（（
��
西西
用用
水水
・・

八八
条条
用用
水水
））、、
谷谷
古古
田田
用用
水水
のの
一一

部部
箇箇
所所
もも
整整
備備
をを
行行
いい
まま
すす
。。

左
岸
の
桜
堤
、
右
岸
の
シ

バ
ザ
ク
ラ
が
楽
し
め
ま
す

シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
をを
植植
栽栽
しし
てて
いい
るる

ああ
ゆゆ
みみ
会会
のの
皆皆
ささ
んん
はは
「「
多多
くく
のの

方方
にに
ここ
のの
道道
をを
歩歩
いい
てて
ほほ
しし
いい
でで

すす
。。たた
だだ
しし
、、ごご
みみ
はは
捨捨
てて
ずず
にに
きき

れれ
いい
にに
」」とと
口口
をを
そそ
ろろ
ええ
てて
言言
いい
まま

すす
。。
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
のの
見見
ごご
ろろ
はは
４４

月月
のの
中中
旬旬
以以
降降
。。
新新
しし
いい
遊遊
歩歩
道道

のの
完完
成成
でで
、、
右右
岸岸
のの
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ

もも
よよ
りり
親親
しし
みみ
やや
すす
くく
なな
りり
まま
しし

たた
。。左左
岸岸
のの
桜桜
堤堤
とと
とと
もも
にに
、、越越
谷谷

のの
新新
たた
なな
名名
所所
とと
なな
りり
そそ
うう
でで
すす
。。

元
荒
川
・
�
西
用
水
の
水
辺
は

見
所
満
載
で
す

市市
にに
はは
、、
５５
本本
のの
１１
級級
河河
川川
（（
元元
荒荒
川川
・・

古古
利利
根根
川川
・・
新新
方方
川川
・・
中中
川川
・・
綾綾
瀬瀬
川川
））
をを

はは
じじ
めめ
、、
多多
くく
のの
川川
やや
用用
水水
がが
流流
れれ
てて
いい
まま

すす
。。
なな
かか
でで
もも
、、
市市
のの
中中
央央
をを
流流
れれ
るる
元元
荒荒

川川
とと
��
西西
用用
水水
のの
水水
辺辺
はは
緑緑
道道
もも
整整
備備
ささ
れれ
、、

北北
越越
谷谷
のの
桜桜
堤堤
をを
始始
めめ
、、
チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
、、

フフ
ジジ
、、
アア
ジジ
ササ
イイ
、、
ハハ
ナナ
シシ
ョョ
ウウ
ブブ
なな
どど
ささ

まま
ざざ
まま
なな
花花
がが
咲咲
きき
渡渡
りり
まま
すす
。。
４４
月月
２２９９
日日

にに
はは
、、
元元
荒荒
川川
のの
上上
をを
無無
数数
のの
ここ
いい
のの
ぼぼ
りり

がが
泳泳
ぐぐ
、、
不不
動動
橋橋
ここ
いい
のの
ぼぼ
りり
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ

ババ
ルル
もも
行行
わわ
れれ
まま
すす
。。
そそ
のの
ほほ
かか
、、
歴歴
史史
をを

感感
じじ
るる
文文
化化
財財
もも
見見
らら
れれ
まま
すす
。。

春春
かか
らら
初初
夏夏
にに
かか
けけ
てて
はは
見見
所所
満満
載載
のの
時時

期期
。。
天天
気気
のの
よよ
いい
日日
はは
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
出出
かか
けけ

てて
水水
郷郷
ここ
しし
がが
やや
をを
感感
じじ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

春春
をを
迎迎
ええ
、、元元
荒荒
川川
・・
��
西西
用用
水水
のの
水水
辺辺
をを
ささ
まま
ざざ
まま
なな
花花
がが
彩彩
りり
まま
すす
。。３３
月月

にに
はは
、、
神神
明明
橋橋
かか
らら
東東
武武
鉄鉄
道道
まま
でで
のの
元元
荒荒
川川
右右
岸岸
にに
シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
がが
植植
ええ
らら

れれ
たた
新新
しし
いい
遊遊
歩歩
道道
がが
完完
成成
しし
、、
水水
郷郷
ここ
しし
がが
やや
のの
見見
所所
がが
ささ
らら
にに
増増
ええ
まま
しし

たた
。。今今
号号
でで
紹紹
介介
すす
るる
美美
しし
いい
自自
然然
をを
楽楽
しし
みみ
なな
がが
らら
、、元元
荒荒
川川
・・
��
西西
用用
水水
のの

水水
辺辺
をを
散散
策策
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

問

広広
報報
広広
聴聴
課課
��
９９
６６
３３
��
９９
１１
１１
７７

シシ
ババ
ザザ
クク
ララ
がが
咲咲
きき
渡渡
るる

元元
荒荒
川川
右右
岸岸
にに
新新
しし
いい
遊遊
歩歩
道道
がが
完完
成成

越ヶ谷小・宮本小の児童もシバ
ザクラの植栽に参加しています

手前を流れるのが�西用水、奥が元荒川です
（市役所屋上から撮影）

こいのぼり
チチュューーリリッッププ

アジサイ

ハナショウブ

フジ

ササククララ

遊歩道沿いでシバザクラの植栽、除草を行っている
あゆみ会の皆さん

３３
月月
、、
元元
荒荒
川川
右右
岸岸
のの
神神
明明
橋橋
かか
らら
東東
武武
鉄鉄
道道
伊伊
勢勢
崎崎
線線
まま
でで
のの

区区
間間
にに
新新
しし
いい
遊遊
歩歩
道道
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
ここ
ここ
はは
、、
地地
域域
のの
方方
がが
シシ

ババ
ザザ
クク
ララ
のの
植植
栽栽
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
場場
所所
でで
、、
埼埼
玉玉
県県
のの
進進
めめ
るる
水水
辺辺

再再
生生
のの
「「
モモ
デデ
ルル
箇箇
所所
」」
とと
しし
てて
整整
備備
がが
進進
めめ
らら
れれ
てて
きき
まま
しし
たた
。。

遊歩道整備前の元荒川右岸。シバザクラが満開に
なるとじゅうたんが敷かれたよう（平成２０年４月）

完成した新しい遊歩道には、ベンチや四季の花を楽しめる花壇も設置されています遊歩道整備前の元荒川右岸

遊歩道が整備
された場所

観光スポット
マップ
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市
役
所
わ
き
の
�
西
用
水
の
中
土
手
に
、

赤
や
黄
色
な
ど
約
１
万
６
０
０
０
本
の
色

鮮
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
約
４
０
０
�

に
わ
た
っ
て
咲
き
誇
り
ま
す
。
天
気
の
よ

い
日
に
は
、
家
族
連
れ
や
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
な
ど
が
訪
れ
、
咲
き
誇
っ
た
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
越
谷
市
観
光

協
会
が
、
土
手
を
散
歩
す
る
人
た
ち
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
昭
和
５５
年
か
ら
植

え
始
め
た
も
の
で
す
。
今
年
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
は
、
レ
ッ
ド
パ
ワ
ー
、
ピ
ン
ク
イ
ン

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ー
ル

ド
、
ク
ン
フ
ー
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
プ
リ
ン
ス

で
、
昨
年
１２
月
中
旬
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
間
に
は
パ
ン
ジ
ー
も
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
１９
日
に
は
�
西
用
水
に
も
水
が
入

り
、
い
よ
い
よ
�
水
郷
こ
し
が
や
�
の
季

節
が
到
来
し
ま
す
。

元元
荒荒
川川
桜桜
堤堤
通通
りり
のの
桜桜
並並
木木
にに
はは
、、

北北
越越
谷谷
第第
五五
公公
園園
かか
らら
大大
沢沢
橋橋
鉄鉄
橋橋

際際
まま
でで
のの
２２
��
��
にに
わわ
たた
っっ
てて
約約
４４

００
００
本本
のの
ソソ
メメ
イイ
ヨヨ
シシ
ノノ
がが
植植
ええ
らら

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
４４
月月
上上
旬旬
にに
はは
提提
灯灯

がが
飾飾
りり
付付
けけ
らら
れれ
大大
勢勢
のの
人人
でで
にに
ぎぎ

わわ
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
桜桜
並並
木木
はは
、、
昭昭
和和
３３１１
年年
ごご
ろろ

植植
ええ
らら
れれ
たた
もも
のの
でで
、、
現現
在在
はは
地地
元元

有有
志志
でで
組組
織織
ささ
れれ
たた
北北
越越
谷谷
桜桜
並並
木木

保保
存存
会会
（（
永永
野野
勝勝
美美
会会
長長
））
やや
越越
谷谷

市市
観観
光光
協協
会会
等等
にに
よよ
っっ
てて
維維
持持
・・
管管

理理
ささ
れれ
、、
見見
事事
なな
桜桜
並並
木木
とと
なな
っっ
てて

いい
まま
すす
。。

北北
越越
谷谷
桜桜
並並
木木
保保
存存
会会
はは
、、
日日
ごご

ろろ
のの
活活
動動
がが
評評
価価
ささ
れれ
、、
３３
月月
２２４４
日日

にに
憲憲
政政
記記
念念
館館
でで
開開
催催
ささ
れれ
たた
第第
４４５５

回回
ささ
くく
らら
祭祭
りり
中中
央央
大大
会会
でで
、、「「
ささ

くく
らら
功功
労労
者者
」」
とと
しし
てて
表表
彰彰
ささ
れれ
まま

しし
たた
。。

足足
立立
越越
谷谷
線線
がが
元元
荒荒
川川
にに
かか
かか
るる

元元
荒荒
川川
橋橋
のの
たた
もも
とと
にに
、、「「
興興
亞亞
櫻櫻
」」

とと
書書
かか
れれ
たた
石石
碑碑
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
興興

亞亞
とと
はは
アア
ジジ
アア
をを
興興
すす
とと
いい
うう
意意
味味
。。

日日
中中
戦戦
争争
がが
行行
わわ
れれ
てて
いい
たた
昭昭
和和
１１５５

年年
ごご
ろろ
、、
越越
ヶヶ
谷谷
青青
年年
団団
にに
よよ
っっ
てて

御御
殿殿
町町
かか
らら
東東
武武
鉄鉄
道道
ああ
たた
りり
まま
でで

のの
土土
手手
道道
にに
桜桜
がが
植植
ええ
らら
れれ
、、
記記
念念

碑碑
がが
建建
てて
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
開開
花花
しし
たた

桜桜
のの
写写
真真
はは
、、
地地
元元
かか
らら
戦戦
地地
にに
おお

もも
むむ
いい
たた
兵兵
士士
にに
慰慰
問問
文文
とと
とと
もも
にに

送送
らら
れれ
てて
いい
たた
とと
いい
うう
記記
録録
がが
ああ
りり

まま
すす
。。
桜桜
はは
伐伐
採採
ささ
れれ
まま
しし
たた
がが
、、

石石
碑碑
はは
今今
もも
残残
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
�
西
用
水
中

土
手
の
岸
辺
に
約
６
３
０
０
株
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成

３
年
度
〜
６
年
度
の
�
西
親
水
緑
道

整
備
事
業
で
整
備
さ
れ
た
も
の
。
平

和
橋
を
中
心
に
、
上
流
側
と
下
流
側

に
植
え
ら
れ
、
し
ら
こ
ば
と
橋
付
近

に
も
シ
ョ
ウ
ブ
園
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
。種

類
は
江
戸
系
「
初
日
の
出
」
や

「
初
霜
」、
肥
後
系
の
「
越
の
乙
女
」

な
ど
８
種
類
。
濃
紫
や
薄
紫
、
白
や

ぼ
か
し
な
ど
色
や
形
も
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ア
ジ
サ
イ
が
咲
く
の
は

中
央
市
民
会
館

か
ら
し
ら
こ
ば
と
橋
ま
で
の
遊
歩
道
沿
い
の

区
間
（
約
８
０
０
�
）
で
す
。
こ
れ
は
、
平

成
３
年
度
〜
６
年
度
の
�
西
親
水
緑
道
整
備

事
業
で
整
備
さ
れ
た
も
の
。

ニ
ホ
ン
ア
ジ
サ
イ
や
西
洋
ア
ジ
サ
イ
な
ど

約
９
０
０
株
あ
ま
り
が
植
え
ら
れ
、
薄
紅
や

薄
紫
な
ど
色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
が
楽
し

め
ま
す
。

対
岸
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
ア
ジ
サ
イ
の
色

鮮
や
か
な
共
演
が
、
中
央
市
民
会
館
前
の
噴

水
な
ど
の
水
辺
空
間
と
一
体
と
な
っ
て
、
初

夏
の
�
水
郷
こ
し
が
や
�
の
景
観
に
彩
り
を

添
え
て
く
れ
ま
す
。

市市
役役
所所
わわ
きき
のの
、、
��
西西
用用
水水
側側

のの
道道
路路
沿沿
いい
はは
藤藤
だだ
なな
通通
りり
とと
呼呼

ばば
れれ
、、
そそ
のの
名名
のの
通通
りり
多多
くく
のの
フフ

ジジ
がが
咲咲
きき
渡渡
りり
まま
すす
。。

まま
たた
、、
同同
じじ
時時
期期
にに
はは
越越
ヶヶ
谷谷

のの
久久
伊伊
豆豆
神神
社社
でで
もも
フフ
ジジ
をを
楽楽
しし

めめ
まま
すす
。。
ここ
のの
フフ
ジジ
はは
県県
のの
天天
然然

記記
念念
物物
にに
指指
定定
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

天天
保保
８８
年年
（（
１１
８８
３３
７７
年年
））
にに
、、

越越
ヶヶ
谷谷
町町
のの
住住
人人
、、
川川
鍋鍋
国国
蔵蔵
がが

下下
総総
国国
流流
山山
かか
らら
樹樹
齢齢
５５００
余余
年年
のの

フフ
ジジ
をを
舟舟
でで
運運
びび
植植
樹樹
しし
たた
とと
いい

わわ
れれ
、、
樹樹
齢齢
２２
００
００
年年
をを
超超
ええ
るる

古古
木木
とと
考考
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

４４
月月
２２９９
日日
��
〜〜
５５
月月
５５
日日
��
にに

はは
境境
内内
でで
藤藤
まま
つつ
りり
がが
行行
わわ
れれ
、、

多多
くく
のの
露露
店店
がが
出出
るる
ほほ
かか
、、
５５
月月

３３
日日
��
にに
はは
野野
点点

のの
だだ
てて

ココ
ーー
ナナ
ーー
がが
開開

かか
れれ
まま
すす
。。
ここ
のの
時時
期期
はは
毎毎
年年
多多

くく
のの
見見
物物
客客
でで
にに
ぎぎ
わわ
いい
まま
すす
。。

元
荒
川
桜
堤
通
り
の
サ
ク
ラ
（
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
）

こ
う

あ

ざ
く
ら

元
荒
川
橋
の
た
も
と
に
残
る「
興
亞
櫻
の
碑
」

藤
だ
な
通
り
の
フ
ジ

久
伊
豆
神
社
の
フ
ジ

（
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
）

ここ
のの
春春
とと
初初
夏夏
、、水水
郷郷
ここ
しし
がが
やや
をを
彩彩
るる

花花
をを
見見
にに
行行
ここ
うう

�西用水中土手の
チューリップ（４月中旬）

�西用水中土手の
ハナショウブ（６月中旬）

�西親水緑道のアジサイ（６月中旬）

緑道が桜のトンネルとなります

市役所わきの藤だな通りのフジ久伊豆神社の藤まつり

７０年前に建てられた
石碑
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越
谷
に
あ
っ
た
家
康
の
御
殿

越
ヶ
谷
御
殿
は
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
慶
長

９
年
（
１
６
０
４
年
）
に
設
け
ら
れ
た
御
殿

で
す
。
御
殿
の
建
物
に
関
す
る
こ
と
は
詳
し

く
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
初
こ
の
地
は
越
ヶ
谷
郷
の
土
豪
会
田
出

羽
の
陣
屋
が
あ
っ
た
場
所
で
し
た
が
、
家
康

が
増
林
に
あ
っ
た
御
茶
屋
御
殿
を
移
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
康
、
秀
忠
な
ど

が
し
ば
し
ば
訪
れ
て
泊
ま
り
、
鷹
狩
を
し
て

い
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
明
暦
３
年
（
１
６

５
７
年
）
の
江
戸
大
火
に
よ
り

江
戸
城
が
焼
失
し
た
た
め
、
越

ヶ
谷
御
殿
は
将
軍
の
仮
殿
と
し

て
江
戸
城
二
の
丸
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
跡
地
は
畑
地
と
し
て
開

発
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

４４
月月
２２９９
日日
、、
相相
模模
町町
のの
元元

荒荒
川川
にに
かか
かか
るる
不不
動動
橋橋
わわ
きき

のの
不不
動動
橋橋
スス
ポポ
ッッ
トト
公公
園園
をを

会会
場場
にに
、、「「
不不
動動
橋橋
ここ
いい
のの

ぼぼ
りり
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
」」
がが

行行
わわ
れれ
まま
すす
。。

ここ
のの
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
はは
、、

大大
相相
模模
地地
区区
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ

ィィ
推推
進進
協協
議議
会会
がが
子子
どど
もも
たた

ちち
のの
健健
やや
かか
なな
成成
長長
をを
願願
いい
、、

平平
成成
１１６６
年年
かか
らら
毎毎
年年
実実
施施
しし

てて
いい
るる
もも
のの
でで
すす
。。

川川
のの
上上
にに
飾飾
らら
れれ
てて
いい
るる

ここ
いい
のの
ぼぼ
りり
はは
、、
同同
ココ
ミミ
協協

がが
購購
入入
しし
たた
ほほ
かか
、、
地地
域域
のの

方方
のの
寄寄
付付
にに
よよ
るる
もも
のの
でで
すす
。。

地地
元元
のの
保保
育育
所所
・・
保保
育育
園園
・・

幼幼
稚稚
園園
・・
小小
学学
校校
のの
子子
どど
もも

たた
ちち
がが
描描
いい
たた
ここ
いい
のの
ぼぼ
りり

もも
ああ
りり
まま
すす
。。
ここ
いい
のの
ぼぼ
りり

のの
数数
はは
毎毎
年年
増増
ええ
続続
けけ
、、
昨昨

年年
はは
１１
００
００
００
匹匹
をを
超超
ええ
まま

しし
たた
。。
ここ
のの
たた
めめ
、、
大大
相相
模模

地地
区区
セセ
ンン
タタ
ーー
わわ
きき
のの
八八
条条

用用
水水
路路
にに
約約
２２
００
００
匹匹
をを
飾飾

りり
つつ
けけ
、、
地地
区区
セセ
ンン
タタ
ーー
をを

訪訪
れれ
るる
方方
をを
楽楽
しし
まま
せせ
てて
いい

まま
すす
。。
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
でで

はは
、、
各各
種種
団団
体体
なな
どど
にに
よよ
るる

模模
擬擬
店店
がが
出出
るる
ほほ
かか
、、
紙紙
芝芝

居居
のの
上上
映映
やや
ババ
ルル
ンン
アア
ーー
トト

のの
実実
演演
、、
小小
・・
中中
学学
生生
のの
演演

奏奏
会会
なな
どど
もも
実実
施施
ささ
れれ
まま
すす
。。

ここ
いい
のの
ぼぼ
りり
はは
、、
３３
月月
末末

ごご
ろろ
かか
らら
５５
月月
のの
ゴゴ
ーー
ルル
デデ

ンン
ウウ
ィィ
ーー
クク
開開
けけ
まま
でで
飾飾
らら

れれ
まま
すす
。。
空空
をを
泳泳
ぐぐ
たた
くく
ささ

んん
のの
ここ
いい
のの
ぼぼ
りり
がが
川川
面面

かか
わわ
もも

にに

映映
るる
光光
景景
はは
圧圧
巻巻
でで
すす
。。
ぜぜ

ひひ
一一
度度
、、
ごご
覧覧
にに
なな
っっ
てて
みみ

てて
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

問

大大
相相
模模
地地
区区
ココ
ミミ
ュュ

ニニ
テテ
ィィ
推推
進進
協協
議議
会会
（（
大大
相相

模模
地地
区区
セセ
ンン
タタ
ーー
内内
））

��
９９
８８
８８
��
７７
３３
７７
００

市
内
最
古
・
最
大
の
板
碑
は

鎌
倉
時
代
の
も
の

建
長
元
年
板
碑
は
元
荒
川
右
岸
の
御
殿
町

地
内
に
あ
り
ま
す
。
板
碑
と
は
、
死
者
の
供

養
の
た
め
に
建
て
た
石
の
卒
塔
婆
の
こ
と
。

今
か
ら
７
５
０
年
以
上
前
の
鎌
倉
時
代
の
中

ご
ろ
、
建
長
元
年
（
１
２
４
９
年
）
の
銘
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
内
最
古
で
最
大
の
板

碑
で
、
高
さ
１
５
５
�
、
幅
５６
�
。
材
質
は

り
ょ
く

で
い
へ
ん
が
ん

平
板
に
割
れ
や
す
い
緑
泥
片
岩
を
使
用
し
、

山
形
の
頂
部
に
二
段
の
切
り
込
み
が
あ
り
、

中
心
に
は
阿
弥
陀
尊
を
あ
ら
わ
す
大
き
な
梵

字
（
古
代
イ
ン
ド
で
用
い
た
文
字
）
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

元
荒
川
は
熊
谷
市
か
ら
越

谷
市
ま
で
を
流
れ
、
全
長
は

約
６１
�
（
越
谷
市
内
は
約
１２

�
）
あ
り
ま
す
。

古
く
は
荒
川
の
本
流
で
し

た
。
し
か
し
寛
永
６
年
（
１

６
２
９
年
）、
荒
川
は
石
原

（
熊
谷
市
）
で
現
在
の
荒
川

に
流
路
を
変
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
流

路
が
変
わ
る
前
ま
で
の
荒
川

さ

や

た

は
佐
谷
田
（
熊
谷
市
）
か
ら

の
わ
き
水
を
水
源
と
し
た
河

川
に
な
り
、「
元
荒
川
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

�
西
用
水
は
行
田
市
の
利

ぜ
き

根
大
堰
か
ら
越
谷
市
の
瓦
曽

た
め

い

根
溜
井
で
元
荒
川
に
合
流
。

し
ら
こ
ば
と
橋
南
側
か
ら
は

東
京
�
西
用
水
と
し
て
市
外

へ
流
れ
ま
す
。
全
長
は
本
流

約
３７
�（
逆
川
は
約
５
�
）。

�
西
用
水
の
前
身
は
中
島

用
水
と
呼
ば
れ
、江
戸
時
代
・

寛
永
年
間
（
１
６
２
４
〜
１

６
４
４
年
）
に
開
発
さ
れ
た

水
路
で
し
た
。
し
か
し
、
宝

永
元
年（
１
７
０
４
年
）の
洪

水
に
よ
り
中
島
用
水
が
使
用

不
可
能
な
ほ
ど
損
傷
。
そ
の

た
め
新
た
に
亨
保
４
年
（
１

７
１
９
年
）、
上
川
俣（
羽
生

市
）
の
利
根
川
に
水
門
を
増

設
し
、
新
た
な
水
路
を
幸
手

用
水
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
幸

手
用
水
は
水
量
を
増
し
、
下

流
地
域
の
重
要
な
水
源
と
な

り
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
用

水
を
�
西
用
水
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

逆
川
の
由
来

�
西
用
水
は
市
内
で
逆
川

と
呼
ば
れ
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
逆
川
な
の
か
と
い

う
と
、
か
つ
て
元
荒
川
と
�

西
用
水
が
大
沢
で
合
流
し
て

い
た
こ
ろ
、
文
字
通
り
逆
流

し
て
流
れ
る
川
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
農
業
用
水
で
あ
る
�

西
用
水
は
秋
・
冬
の
期
間
は

水
を
止
め
ま
す
が
、
元
荒
川

に
は
１
年
中
水
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
�
西
用
水
の
水

が
落
と
さ
れ
る
と
元
荒
川
の

水
が
流
れ
込
み
、
松
伏
付
近

ま
で
逆
流
し
て
い
た
の
で
す
。

元
荒
川
と
�
西
用
水

な
ぜ
分
か
れ
て
い
る
？

現
在
、
御
殿
町
か
ら
瓦
曽

根
ま
で
の
間
、
元
荒
川
と
�

西
用
水
は
中
土
手
を
隔
て
て

寄
り
添
う
よ
う
に
流
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
２
本

の
川
は
以
前
は
合
流
し
て
流

れ
て
い
ま
し
た
。
流
れ
が
分

離
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
３５
年

か
ら
始
ま
っ
た
改
修
工
事
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
工
事

は
、
昭
和
２２
年
の
カ
ス
リ
ー

ン
台
風
に
よ
る
水
害
以
降
、

治
水
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
都
市
化
が

進
み
水
質
が
汚
濁
し
て
き
た

こ
と
を
背
景
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
工
事
で
は
、
農
地
の

減
少
で
、用
水
の
需
用
が
激
減

し
て
い
た
�
西
用
水（
逆
川
）

を
大
沢
の
地
蔵
橋
地
先
で
元

荒
川
と
切
り
離
し
、元
荒
川
の

下
を
伏
越（
川
の
立
体
交
差
）

で
く
ぐ
ら
せ
て
、
新
水
路
を

開
き
ま
し
た
。
２
本
の
川
の

間
に
は
中
土
手
が
築
か
れ
、

現
在
の
よ
う
に
２
筋
の
流
路

と
な
り
ま
し
た
。
工
事
は
昭

和
４２
年
に
は
ほ
ぼ
終
了
し
ま

し
た
が
、
一
定
幅
に
狭
め
ら

れ
た
�
西
用
水
路
の
溜
井
敷

西
側
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
現

在
の
越
谷
市
役
所
や
県
の
地

方
庁
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

元
荒
川
の
水
は

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
も

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
大

相
模
調
節
池
に
は
、
元
荒
川

か
ら
水
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。

元
荒
川
の
増
水
時
に
は
大
相

模
調
節
池
に
水
を
た
め
、
そ

の
後
は
中
川
へ
水
を
流
し
、

水
位
を
調
節
す
る
機
能
を
は

た
し
ま
す
。

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
を
は

じ
め
、
市
で
は
、
治
水
と
親

水
が
両
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

まちは楽しい宝島市内有数の観光スポット 元荒川・�西用水の水辺を歩こう

4／29
開催
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00
00
匹匹
のの
ここ
いい
のの
ぼぼ
りり
がが
泳泳
ぐぐ

不不
動動
橋橋
ここ
いい
のの
ぼぼ
りりフフ

ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

中には子どもたちのデザインした
こいのぼりも

土手に咲くシバザクラも楽しめます

元元荒荒川川沿沿いい、、御御殿殿町町にに残残るる文文化化財財をを見見るる
建長元年板碑

市指定 有形文化財・考古資料

越ヶ谷御殿跡
市指定 記念物・旧跡

元
荒
川
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

�
西
用
水
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

治水と親水を両立する大相模調節池

市役所側を流れる�西用水
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認
知
症
を
学
び
、地
域
で
支
え
合
う

認認
知知
症症
をを
学学
びび
、、地地
域域
でで
支支
ええ
合合
うう

0

100

200

300

400
（万人） 

平成17年 22年 27年 32年 37年 42年 
厚生労働省ホームページ『2015年の高齢者介護』から抜粋 

169

208

250

289
323

353

８５
歳
以
上
の
４
人
に
１
人

認
知
症
は
、
８５
歳
以
上
で
は
４

人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
る
病
気

で
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

現
在
、
全
国
に
推
計
２
０
８
万
人
、

本
市
に
は
４
５
７
２
人
（
平
成
２１

年
７
月
現
在
）
の
患
者
が
い
ま
す
。

今
後
も
患
者
は
増
え
続
け
、
２０
年

後
に
は
１
・
７
倍
に
増
加
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
下
表
）。

若
い
方
に
も
発
症
し
ま
す

６５
歳
未
満
で
発
症
す
る
若
年
性

認
知
症
の
患
者
は
、
全
国
で
３

万
７
８
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
若
年
性
認
知
症
は

高
齢
期
の
認
知
症
以
上
に
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
介
護
期
間
が
長
期
に
及

ぶ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
く
は
就
労
し
て
い

る
時
期
に
発
症
す
る
た
め
収
入

が
途
絶
え
、
本
人
だ
け
で
な
く

配
偶
者
の
就
労
も
困
難
と
な
り
、

経
済
的
に
困
窮
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
り
ま
す
。

認
知
症
は
脳
の
病
気

認
知
症
と
は
、
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支

障
が
出
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
の

う
ち
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
レ
ビ
ー
小
体
病

な
ど
脳
の
神
経
細
胞
が
ゆ
っ
く
り

と
死
ん
で
い
く
「
変
性
疾
患
」
と

呼
ば
れ
る
病
気
で
す
。

続
い
て
多
い
の
が
、
脳
梗
塞
、

脳
出
血
な
ど
の
た
め
に
、
神
経
の

細
胞
に
栄
養
や
酸
素
が
行
き
渡
ら

な
く
な
り
、
そ
の
部
分
の
神
経
細

胞
が
死
ん
だ
り
、
神
経
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
壊
れ
て
し
ま
う
脳
血
管

性
認
知
症
で
す
。

認
知
症
の
症
状

脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
直
接
起
こ
る
症
状
が
、
下
記

の
「
中
核
症
状
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
本
人
の
性
格
、
環
境
、

人
間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
か
ら
み
合
っ
て
、
う
つ
状
態
や

妄
想
の
よ
う
な
精
神
症
状
や
、
日

常
生
活
へ
の
適
応
を
困
難
に
す
る

行
動
上
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
ら
は
「
行
動
・
心
理
症

状
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
認
知
症
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
身
体
的
症
状
も
出
て
き
ま

す
。
特
に
、
血
管
性
認
知
症
の
一

ま

ひ

部
で
は
、
早
い
時
期
か
ら
麻
痺
な

ど
の
身
体
症
状
が
合
併
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
で
も
、
進
行
す
る
と
歩

行
が
つ
た
な
く
な
り
、
終
末
期
ま

で
進
行
す
る
と
寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

●特集

住住
みみ
慣慣
れ
た
街
で
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
。
誰
も
が
そ
う
望
み
ま

すす
。。
しし
か
し
、
そ
の
願
い
を
阻
み
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
認
知
症
で
す
。

認
知
症
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。
３０
代
・
４０
代
の
若
い
方

に
も
発
症
し
ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
痴
呆
症
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
侮
辱
的
な
表
現
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
認
知
症
へ
と
呼
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
偏
見
が
残
っ
て
お

り
、
本
人
や
家
族
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
号
で
は
、
認
知
症
を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

問
合
せ

高
齢
介
護
課
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
�
９
６
３
�
９
１
６
３

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

毎月第２月曜日に中央市民会館で行われている「介護者の会 朝顔」のサロンの様子。介
護に悩む家族もここに来ると何かヒントが得られる。最初は涙を浮かべて深刻な表情をし
ていた参加者も、ほかの参加者の経験談やアドバイスを聞くうちに、しだいにその表情に
は笑みがこぼれるようになる（参加は自由。問合せはP１３「認知症の相談窓口」参照）

中中 核核 症症 状状
見当識障害

時間や季節の感覚が薄れてきます。進行すると迷子になった
り、遠くに歩いて行こうとします。さらに進行すると、自分の
年齢や周囲の人との関係が分からなくなることもあります。

例：夜、自宅のトイレの場所がわからなくなる。
けんとうしき

＊見当識…年月や時刻、自分がいる場所など基本的な状況を把
握すること

理解・判断力の障害
２つ以上のことが重なるとうまく処理できなくなります。ささいな変化、いつもと違う出

来事で混乱しやすくなります。また、観念的な事柄と、現実的、具体的な事柄が結びつかな
くなります。

例：「倹約は大切」と言いながら、セールスマンの口車にのって高価な商品をいくつも買っ
てしまう。

感情表現の変化
これまでに述べた障害のため
その場の状況が読めなくなり、
周囲の人が予測しない、思いが
けない反応をします。

例：「そんなバカな！」という
言葉を「バカ！」と言われた
と解釈して怒る。

実行機能障害
計画を立てて実行することが難しくなりま
す。

例：冷蔵庫にある油揚げで味噌汁を作ろうと
して買い物に行き、大根と一緒に油揚げも
買ってしまう。その後、夕飯の準備を始め
ると大根も油揚げも忘れて、目に入った食
材で味噌汁を作ってしまう。

記憶障害
直前に聞いたことも思い
出せなくなります。病気が
進行すると、覚えていたは
ずの記憶も失われます。

例：同じことを何回も聞く。

全国の認知症高齢者数の現状と将来推計

認
知
症
と
老
化
に
よ
る

も
の
忘
れ
の
違
い

【
老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
】

体
験
の
一
部
を
忘
れ
る
。

例
ご
飯
の
お
か
ず
の
内
容
を
忘

れ
る
。
も
の
忘
れ
の
自
覚
が

あ
る
。

【
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
】

体
験
の
す
べ
て
を
忘
れ
る
。

例
ご
飯
を
食
べ
た
後
、
食
べ
た

こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

も
の
忘
れ
の
自
覚
が
な
い
。

認知症サポーターの証：オレンジリング
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「
認
知
症
の
本
人
に
は

自
覚
が
な
い
」
は

大
き
な
ま
ち
が
い

認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
づ

く
の
は
本
人
で
す
。
も
の
忘
れ
に

よ
る
失
敗
や
、
今
ま
で
苦
も
な
く

や
っ
て
い
た
家
事
や
仕
事
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
る
と
、
何
と
な
く

お
か
し
い
と
感
じ
、
多
く
の
方
は

不
安
を
覚
え
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先

は
、
認
知
症
を
心
配
し
て
抑
う
つ

的
に
な
る
方
、
そ
ん
な
こ
と
は
絶

対
に
な
い
と
思
う
あ
ま
り
、
周
囲

の
人
が
自
分
を
陥
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
と
妄
想
的
に
な
る
方
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
認
知
症
の
方

は
何
も
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、

誰
よ
り
も
心
配
な
の
も
、
苦
し
い

の
も
、
悲
し
い
の
も
本
人
で
す
。

温
か
い
見
守
り
と

さ
り
げ
な
い
援
助
を

つ
え

足
の
不
自
由
な
方
は
、
杖
や
車

い
す
な
ど
を
使
っ
て
自
分
の
力
で

動
こ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
認

知
症
の
方
は
自
分
の
障
害
を
補
う

「
杖
」
の
使
い
方
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。「
杖
」
の
つ
も

り
で
メ
モ
を
書
い
て
も
う
ま
く
思

い
出
せ
な
い
の
で
す
。
認
知
症
の

方
へ
は
障
害
を
理
解
し
、
さ
り
げ

な
く
援
助
で
き
る
「
人
間
杖
」
が

必
要
で
す
。
交
通
機
関
や
店
な
ど
、

街
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
温
か

く
見
守
り
援
助
を
し
て
く
れ
る
方

が
い
れ
ば
外
出
も
で
き
、
自
分
で

や
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
す
。

家
族
の
気
持
ち
を

理
解
す
る

家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に
な
れ

ば
、
誰
し
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

混
乱
し
ま
す
。
そ
の
時
期
を
早
く

通
り
抜
け
、
認
知
症
の
方
の
「
あ

る
が
ま
ま
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
介
護
者
の
気

持
ち
の
余
裕
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
方
の
家
族
に

は
「
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

の
で
は
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
大
変
で
す
ね
、

お
互
い
さ
ま
で
す
か
ら
、
お
気
づ

か
い
な
く
」
と
い
っ
た
ひ
と
言
や
、

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と

で
、
家
族
の
気
持
ち
は
ぐ
っ
と
楽

に
な
り
ま
す
。

「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
話
し
て

く
る
し
、
買
い
物
に
行
け
ば
同
じ

商
品
を
何
個
も
買
っ
て
く
る
し

…
」。
認
知
症
は
も
の
忘
れ
の「
病

気
」
だ
か
ら
、
怒
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
で
も
、
誰
だ
っ
て
神
様
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
け
ん
か
に

な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
、
気
分
転
換
を
し
て
気
持

ち
を
切
り
替
え
ま
す
。
相
手
も
す

ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

家
族
の
方
は
一
人
で
介
護
を
し

よ
う
と
せ
ず
、
周
囲
に
打
ち
明
け

て
力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。
同
じ
商

品
を
何
個
も
買
っ
て
き
て
困
っ
て

い
る
な
ら
、
店
員
さ
ん
に
買
わ
せ

な
い
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

周
り
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
認
知

症
の
方
と
家
族
の
力
に
な
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
静
か
に「
愚
痴
」

を
聴
い
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
ず
い

ぶ
ん
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

は
い
か
い

道
に
迷
っ
て
徘
徊
し
て
い
る
よ
う

な
方
を
見
か
け
た
ら
、
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
先
が
書
か
れ
た
メ
モ
を
持
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
方
の
家
族
は
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
打
ち
明
け
る
、
み

ん
な
で
そ
れ
を
受
け
止
め
て
力
に

な
る
、
そ
う
い
う
関
係
が
築
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

認
知
症
は
進
行
性
の
病
気

早
期
診
断
・
治
療
が
重
要
で
す

他
の
脳
の
疾
患
、
ホ
ル
モ
ン
異
常
で

一
時
的
な
症
状
の
場
合
が
あ
り
、
適
切

な
治
療
を
早
期
に
受
け
れ
ば
症
状
が
よ

く
な
り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で

は
、
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
早
め
に
受
診
し
て
少

し
ず
つ
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
、
生
活

上
の
障
害
を
軽
減
し
た
り
、
障
害
が
重

く
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
後
見
人
を
決

め
て
お
く
な
ど
、
そ
の
後
の
準
備
や
手

配
を
し
て
お
け
ま
す
。
認
知
症
の
診
断

は
初
期
ほ
ど
難
し
い
た
め
、
専
門
の
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
予
防
す
る

認
知
症
の
発
症
は
、
栄
養
・
運
動
・

休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
と

深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習

慣
病
対
策
に
よ
り
、
発
症
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
友

人
と
昔
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
音
楽
や
絵

画
な
ど
趣
味
活
動
を
し
て
脳
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
は
、
認
知
症
の
症
状
を
悪

化
さ
せ
な
い
た
め
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

認知症を学び、地域で支え合う●特集

行行 動動 ・・ 心心 理理 症症 状状 とと 対対 応応 例例
元気がなくなり、引っ込み思案になる

これまでテキパキできていたことがうまくできなくなり、自信を失い
ます。すべてが面倒になり、部屋の掃除などもできなくなります。意欲
や気力が減退したように見えるので、うつ病とよく間違えられます。

�対応例：本人に恥をかかせないようにそれとなく手助けをして、成功
するようにできれば笑顔が戻ります。

身の回りのことに支障が起こってくる
入浴・更衣・排せつ・食事などの基本的な生活動作に援助を必要とし

ます。例えば排せつでは、衣類の着脱に手間取って汚してしまったり、
切迫するまで尿意・便意を感じなくなったりします（排せつの失敗には、
前立腺肥大やぼうこう炎など身体の病気が原因のこともあります）。

�対応例：脱ぎ着に時間がかからない衣服を選ぶ。

幻覚・妄想・抑うつ、
夜間せん妄などの精神症状
大事な物をしまい忘れるのは認知症の方な

ら多くの方に起こります。自分が忘れるわけ
ないと思うあまり、そばにいる人が盗んだと
いう妄想がしばしばみられます。

�対応例：けんかをして不安にさせると認知
症を進行させてしまうおそれがあります。
まずはいっしょに探し、気分を変えてあげ
ます。周囲の方は疑われている方の心理的
な支援をすることが大切です。妄想にして
は訴えがオーバーだったり執ような場合は、
認知症の専門医に相談しましょう。

もう

＊せん妄…意識障害に加え、幻覚や錯覚が見
られる状態

はいかい

徘徊などの行動障害
自分のことや周囲で起こっていることが正しく理解できなく

なると、行動がちぐはぐになり、日常生活にも支障が出てきます。
例えば、家の中でも外でもじっとせずに歩き続けたりします。

�対応例：程度に応じて見守りが必要であったり、薬の使い分
けが必要な場合などがあります。

認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

認
知
症
は
も
の
忘
れ
の
「
病
気
」。
み
ん
な
で
支
援
を

認知症の人と家族の会越谷支部

世話人 中村 ふみさん

義母の介護をきっかけに、
認知症の人と家族の会の活
動に参加。現在、要介護４
の認知症の実母と同居して
いる

認
知
症
予
防
３
カ
条

�
生
活
習
慣
病
は
き
ち
ん
と
治
療

�
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
生
活
を

�
脳
を
活
性
化
す
る
活
動
を

認知症の方への対応の心得
“3つの「ない」”

�驚かせない
�急がせない
�自尊心を傷つけない

具体的な対応の
7つのポイント

�まずは見守る
�余裕をもって対応する
�声をかけるときは１人で
�後ろから声をかけない
�相手に目線を合わせてやさし
い口調で

�穏やかに、はっきりと話す
�相手の言葉に耳を傾けてゆっ
くり対応する
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広報こしがや季刊版●平成２２年春号

11



認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催

市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
の
支
援
者
を
育
成
す
る
た
め

に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症

の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
で
す
。
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
活
動
し
ま
す
。
市
内
に
は
す
で

に
２
７
８
９
人
（
平
成
２２
年
２
月

現
在
）
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
高
齢
介
護
課
地
域

包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
９

６
３
�
９
１
６
３
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
で
見
守
る

越
谷
市
地
域
包
括

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
そ

の
家
族
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す

る
方
が
住
み
慣
れ
た
街
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
地
域
全
体
で
見
守
り
や

助
け
合
い
を
し
て
い
く
取
り
組
み

で
す
。

警
察
や
医
療
機
関
な
ど
関
係
機

関
を
は
じ
め
、
地
域
の
事
業
者
や

各
種
団
体
、
地
域
住
民
と
連
携
し
、

支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
い
ち
早

く
発
見
し
、
問
題
の
深
刻
化
を
防

ぎ
ま
す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
方

の
相
談
や
情
報
を
受
け
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
様
子
を
伺

い
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

�
高
齢
者
探
索
事
業

は
い
か
い

認
知
症
で
徘
徊
し
が
ち
な
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
す
る
家
族
の
方

に
、
位
置
検
索
機
能
の
つ
い
た
端

末
機
を
貸
与
し
ま
す
。
認
知
症
の

高
齢
者
が
徘
徊
し
て
所
在
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
家
族
に

現
在
位
置
情
報
を
連
絡
し
早
期
安

全
を
図
り
ま
す
（
有
料
）。

�
生
活
支
援

短
期
宿
泊
事
業

見
守
り
や
部
分
的
介
助
が
必
要

な
高
齢
者
で
、
一
時
的
に
介
護
者

が
病
気
や
事
故
等
で
介
護
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
で
、
空
き
ベ
ッ
ド
を

利
用
し
て
一
時
的
に
短
期
宿
泊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
有
料
）。

�
成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な

ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
、

財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
契
約

を
行
う
と
き
に
、
不
利
益
を
被
っ

た
り
、
悪
質
商
法
の
被
害
者
と
な

る
こ
と
を
防
ぎ
、
権
利
と
財
産
を

守
る
た
め
の
制
度
で
す
。

支
援
者
（
成
年
後
見
人
等
）
が
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
代
わ

っ
て
契
約
を
行
っ
た
り
、
本
人
の

み
で
行
っ
た
不
利
益
な
契
約
を
取

り
消
す
な
ど
、
本
人
を
保
護
・
支

援
し
ま
す
。
職
務
は
財
産
管
理
や

契
約
の
法
律
行
為
に
関
す
る
も
の

に
限
ら
れ
て
お
り
、
食
事
の
世
話

や
介
護
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

本
人
の
判
断
能
力
が
十
分
に
あ

る
う
ち
に
、
将
来
に
備
え
て
誰
に

金
銭
管
理
等
を
支
援
し
て
も
ら
う

か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ

と
も
で
き
ま
す
（
有
料
）。

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

援
助
事
業

（
安
心
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
）

物
忘
れ
な
ど
の
あ
る
高
齢
者
や

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
の
あ

る
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
日
常
生
活
上
の
各
種
手

続
き
の
お
手
伝
い
、
金
銭
管
理
、

重
要
書
類
の
預
か
り
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
（
有
料
。
低
所

得
世
帯
は
助
成
制
度
あ
り
）。

問
合
せ

�
〜
�
は
高
齢
介
護
課

地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
�

９
６
３
�
９
１
６
３
へ
、
�
は
越

谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
９
６
６

�
２
２
５
１
へ

認知症を学び、地域で支え合う●特集

認
知
症
の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

ヤクルト越谷第一センターでの養成講座の様子。
２０人のヤクルトレディが熱心に受講しました

例えば、こんな異変に気づい
たら、支援を必要とする方や
家族に地域包括支援センター
（P１３「認知症の相談窓口」
参照）を紹介してください。
または直接地域包括支援セン
ターへご連絡ください。

悪徳商法や詐欺に
あっているかもし
れない

家族が介護に疲れきって
いるみたい

１週間くらい新聞
がたまったまま

はいかい

道路に座り込んだり、徘徊
している姿が見られる

ここ数日洗濯物が
干しっぱなし

毎日散歩に出ている一人
暮らしの高齢者を、ここ
最近見かけない

身体に傷やあざが
頻繁にみられる

現在、認知症治療薬の開発が進められています。認知症が「治る病気」になる日もそう遠くないかもしれ

ません。しかし、たとえ治療薬ができたとしても、人として尊厳をもって、自分らしく生きるために何より

求められるのは、お互いに理解し合い、支え合うことではないでしょうか。

認知症の相談窓口
地域包括支援センターは、高齢者が住み慣れた街で安心して暮らしていくために、必要な援助・支援を行う地域の総合

相談窓口です。保健師等専門職を配置し、認知症はもちろん健康、福祉、医療に関するさまざまな支援を行っています。

主な担当地区

桜井

新方・大沢

増林

大袋

荻島・北越谷

出羽

蒲生

川柳・大相模

越ヶ谷

南越谷

全地区

＊以下の介護者の会や電話相談もご利用ください

毎月第２月曜日の１３：３０～１５：３０に中央市民会館５階
会議室で開催。参加費（茶菓子代）２００円

電話相談は月曜・火曜・金曜日の１０：００～１５：００

所 在 地

平方２７２－１

大吉５５２－１

増森１－８５

大竹８３１－１

南荻島１９８７

七左町４－１５４

蒲生２－９－３０

川柳町３－６０－１

越ヶ谷４－１－１

元柳田町６－４５

市役所高齢介護課

電話番号

９７０－２０１５

９７７－３３１０

９６３－３３３１

９７１－１０７７

９７８－６５００

９８５－３３０３

９８５－４７００

９９０－０７５３

９６６－１８５１

９６４－１９１１

９６３－９１６３

９６６－２２５１

０４８－６６７－５５５３

名 称

シルバーケア敬愛

キャンベルホーム

憩いの里

あいあい

越谷ホーム

大孝（たいこう）

かけはし

越谷なごみの郷

越谷市社会福祉協議会

新越谷病院

越谷市地域包括総合支援センター

介護者の会 朝顔 （認知症に限らず在宅
で介護をしている方のおしゃべりサロン）

認知症の人と家族の会 埼玉県支部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

このステッカーが協力
団体の目印。地域全体
で見守ります
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●市内の好きな風景 

好きな風景は「川のある風景」が最も多い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要なこととしては「自然への配慮・地場産業の推進」が最も多い  

 

 

市内の好きな風景については、「川のある風景」（70.6％）が７割に達し
て圧倒的に多く、次いで「田園風景」（36.5％）が多くなっている。  

問36．市内の好きな風景はどのようなものですか。 

川のある風景 
公園等 

田園風景 
眺望的景観（富士山・筑波山など） 

文化財（神社・仏閣等） 
大きな樹木のある風景 

公共施設（橋・建築物）周辺 
駅前等の賑やかな風景 

歴史ある建築物 
住宅街 
その他 
無回答 

70.6%
19.5%

36.5%
18.9%
20.7%
27.2%

10.3%
12.1%
13.9%

2.3%
2.1%
6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
回答数：1,896

●好きな風景を残すために必要なこと 

好きな風景を残すために必要なことについては、「自然への配慮・地場産
業の推進」（56.6％）が５割台半ばに達して最も多く、次いで「歴史ある建築
物の修繕等に対する支援、樹木・緑地の保全等に対する支援」（52.7％）が多
くなっている。  

問39．好きな風景を残すためには、どのようなことが必要と考えますか。  

自然への配慮・地場産業の推進 

その他 

無回答 

歴史ある建築物の修繕等に対する支援、 
樹木・緑地の保全等に対する支援 
建築物や屋外広告物等の外観 
（色・構造等）をそろえる制度 

郷土の歴史文化の再確認、 
子どもたちへの景観教育 

52.7%

20.9%

56.6%

38.8%

2.0%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

回答数：1,896

今後は、今までの取り組みを継続するとともに、景観

法を活用して「越谷らしさ」を活かした良好な景観形成

への取り組みを行います。

平成２２年度は、景観への関心を高めていただくために、

景観写真コンクールや景観まちづくりシンポジウムなど

の開催を予定しています。また、景観計画の策定につい

ては、市民参加による懇談会を開催し、ワークショップ

やまち歩きを通して、景観まちづくりに対するご意見を

いただく予定です。これらの開催については、市広報紙

や市ホームページで随時お知らせします。

なお、景観計画の策定時期については、第４次越谷市

総合振興計画の策定や越谷市都市計画マスタープランの

見直し後、平成２４年度中を目標に、進めていきます。

市では、これまでに都市景観形成基本計画（平成７年

３月）、公共サインマニュアル（平成１０年３月）などを

策定し、景観形成の指針を示すとともに、地区計画や建

築協定等を積極的に活用することにより、良好で個性的

な景観づくりに努めてきました。

また、総合的な景観形成を進め、越谷らしい風景や景

色の保全・創出を行うことを目的に、平成２１年４月１日、

景観法に基づく景観行政団体に移行しました。

移行後の具体的な取り組みとして、景観についての関

心を高めてもらうために平成２１年度は、景観に関する講

演会、タウン・ウォッチングなどの事業を実施し、市政

世論調査では、下図のとおり、「市内の好きな風景」や

「好きな風景を残すために必要なこと」について、ご意

見をいただきました。

景観法は、わが国はじめての景観に関する総合的な法律として、
平成１６年６月に公布、１２月に施行されました。
良好な景観を国民共通の資産として、保全・創出していくため
の法律で、特徴としては、都市部から農村部まで幅広く対象とし
ていること、地域の個性が反映できるように条例で建築行為等の

規制内容を柔軟に決められることなどが掲げられます。
具体的には、景観法の施行により、地方自治体が景観計画を策
定することで、建築物や工作物などの景観に影響を及ぼす行為に
対して、法律に基づき届出・勧告を行うことができるようになり
ます。

景観法に基づき、都道府県、政令指定都市及び中核市は自動的
に、それ以外の市町村は、県知事の同意を得て、景観行政を担う
主体である景観行政団体になることができます。

景観行政団体になると、良好な景観形成のための具体的な施策
を実施することができます。

景観行政団体が、景観法に基づく施策を実施していくための、 景観に関する基本的な計画のことです。

越谷らしい
ながめ

水と緑の豊かな自然環境に恵まれた住宅都市として発展してきた「水郷越谷」、
そんな越谷のこれまでの景観づくりやこれからの取り組みについて紹介します。

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

これまでの景観づくり

�こんな景観、知ってますか？�

【平成２１年度市政世論調査結果報告書より抜粋】

【住宅地（こしがや・四季の路）】
住民の方の維持管理の功績が認められ、平成２１年度の第５回住ま
いのまちなみコンクールにおいて国土交通大臣賞を、また彩の国
景観賞２００９「心にうるおい部門」において賞を受賞しました。

【出津から臨む元荒川と宮内庁埼玉鴨場の景観】
宮内庁埼玉鴨場周辺は、越谷の中心にありながら元荒川や
梅林公園など雄大な自然が感じられる貴重な景観を残して
います。

【久伊豆神社参道】
平安時代中期に創建されたと推測される久伊豆神社。江
戸時代には、鷹狩りの折に越谷に宿をとっていた徳川の
将軍が参拝されたと言われています。境内には、県の天
然記念物に指定されている樹齢２５０年、株回り７メート
ルの藤などがあり、約１キロメートルつづく参道は神社
にふさわしい神聖で静寂な景観となっています。

�美しい景観を守りましょう�

問合せ 都市計画課�９６３－９２２１

【越谷レイクタウン地区】
国際賞（リブコムアワード）で金賞を受賞した越谷レイクタウ
ン地区。地区の中央にはシンボルとなっている大相模調節池
（３９．５㌶）が広がり、水郷越谷を現在に体現するような新市街
地の発展が期待されています。

景観法とは…

景観行政団体とは…

景観計画とは…

これからの取り組み ～越谷らしい景観を守り、つくるために～

14
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新
学
期
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
こ
だ
ま
す
る
新
方
保
育
所
。

建
物
を
一
新
し
て
敷
地
面
積
を
増
や
し

た
同
保
育
所
は
、
待
機
児
童
解
消
の
た

め
、
定
員
を
１
０
０
人
か
ら
１
２
０
人

に
増
員
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
立
保
育

所
で
は
増
林
保
育
所
に
続
い
て
２
カ
所

目
と
な
る
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
併
設
さ
れ
ま
す
（
６
月
開
設
予
定
）。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
護
者
の
休
養
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

る
と
き
に
利
用
で
き
る
お
子
さ
ん
の
一

時
預
か
り
や
子
育
て
相
談
指
導
、
子
育

て
講
座
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

今
後
も
新
方
保
育
所
は
、
地
域
の
子

育
て
を
応
援
し
ま
す
。

問

新
方
保
育
所

�
９
７
６
�
１
４
９
４

保
育
課

�
９
６
３
�
９
１
６
７

蒲
生
分
署
は
昭
和
４８
年
に
開

署
し
、
今
年
３７
年
目
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
よ
り
、
建
物
・
設
備

等
の
老
朽
化
な
ど
の
理
由
か
ら

建
て
替
え
を
行
い
、
耐
震
性
に

優
れ
た
新
し
い
消
防
庁
舎
に
な

り
ま
し
た
。

分
署
で
は
初
の
三
階
建
て
の

新
庁
舎
は
、
出
動
時
間
の
短
縮

を
図
る
設
計
で
、
新
し
く
女
性

更
衣
室
や
仮
眠
室
な
ど
女
性
職

員
用
の
環
境
設
備
も
整
い
ま
し

た
。
ま
た
庁
舎
内
に
は
、
市
民

の
方
を
対
象
に
し
た
救
命
講
習

会
や
、
職
員
の
訓
練
が
行
え
る

会
議
室
兼
訓
練
室
な
ど
を
設
置

し
ま
し
た
。

新
蒲
生
分
署
は
、
大
災
害
時

に
も
対
応
可
能
な
防
災
拠
点
施

設
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。

問

消
防
署
蒲
生
分
署

�
９
８
６
�
９
１
１
９

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててててててててててすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方ををををををををををををををををををををををををををををををを応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援しししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
今春

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

新
方
保
育
所
＆

蒲
生
分
署

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ののののののののののののののののののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全ををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

楽しい遊具がいっぱいの地域子育て支援センター

待機児童解消のため定員児童数を１２０人に増員

大
災
害
に
も
対
応
可
能
な
新
蒲
生
分
署

16



おお
おお

のの

たた
くく

やや

父
に
託
さ
れ
た
夢
が
自
身
の
夢
に

大
野
拓
弥
さ
ん
が
騎
手
を
志
し
た
き

っ
か
け
は
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
通
い

始
め
た
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
し
た
。「
父
が

馬
好
き
で
、
騎
手
に
な
り
た
か
っ
た
と

い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

乗
馬
を
や
ら
せ
た
の
だ
そ
う
で
す
」。

も
と
も
と
動
物
が
好
き
だ
っ
た
大
野
さ

ん
。「
馬
へ
の
興
味
が
わ
い
て
き
て
、

自
分
で
も
騎
手
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」。

週
末
や
休
日
は
、
成
田
に
あ
る
乗
馬

ク
ラ
ブ
へ
。「
ク
ラ
ブ
で
は
、
馬
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
技
術
を
習
い
ま
し
た
」。

競
馬
学
校
へ
の
入
学
は
超
難
関

中
学
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
騎
手

を
養
成
す
る
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学
校
へ
の
入

学
を
目
指
し
ま
し
た
。「
競
馬
学
校
の

合
格
者
は
毎
年
１０
人
程
度
で
超
難
関
。

受
験
し
た
年
は
、
約
３０
倍
の
倍
率
で
し

た
。
受
験
で
は
、
運
動
機
能
の
テ
ス
ト

や
健
康
診
断
の
ほ
か
に
、
将
来
ど
れ
く

ら
い
身
長
が
伸
び
る
か
を
調
べ
る
骨
の

検
査
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
」。

当
時
の
年
齢
区
分
に
よ
る
体
重
制
限

は
４３
�
。「
体
重
は
、減
量
し
て
４０
�
ま
で

落
と
し
、ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
し
て
持
久

力
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」。

ま
た
、
視
力
は
、
裸
眼
で
左
右
と
も

０
・
８
以
上
が
必
要
で
し
た
。「
ゲ
ー

ム
な
ど
は
せ
ず
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
息
抜
き
に
は
、
宮
本

小
前
の
用
水
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
て

い
ま
し
た
。
越
谷
は
、
人
口
３０
万
人
を

超
え
る
都
市
な
の
に
、
ま
だ
自
然
が
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
」。

「
ま
さ
か
、
受
か
る
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
」
と
い
う
競
馬
学
校
に
見
事
に

合
格
。
３
年
間
の
全
寮
制
で
の
騎
手
課

程
を
終
え
、
２
０
０
５
年
３
月
に
騎
手

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
戦
は
、
ス
タ
ー
ト
直
後
に

馬
が
つ
ま
ず
い
て
落
馬
し
、
競
走
中
止

に
な
り
ま
し
た
。「
ホ
ロ
苦
い
デ
ビ
ュ

ー
戦
で
し
た
が
、
調
教
師
の
方
が
優
し

く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
」。
翌
週
の
３
月
１３
日
に
は
初

勝
利
。
そ
の
年
は
１１
勝
を
あ
げ
、
民
放

競
馬
記
者
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

奥
様
の
手
料
理
で
体
調
は
万
全

騎
手
の
生
活
は
早
起
き
で
、
競
馬
学

校
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
５
時
に
は

活
動
を
開
始
し
ま
す
。「
平
日
は
馬
の

調
教
に
つ
き
合
っ
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
た
り
…
…
。
カ
ラ
ダ
の
筋
力
や

持
久
力
を
鍛
え
な
が
ら
、
で
も
、
筋
肉

を
つ
け
過
ぎ
る
と
体
重
が
増
え
て
し
ま

う
の
で
、
体
調
管
理
に
は
気
を
使
い
ま

す
ね
。
食
生
活
は
野
菜
中
心
で
す
」。

今
年
２
月
に
結
婚
。
結
婚
後
は
、
奥

様
が
食
事
の
管
理
も
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
生
活
が
規
則
正
し
く
な
っ
た

の
で
、「
い
ま
、
健
康
状
態
は
す
ご
く

い
い
で
す
。
妻
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

前
進
あ
る
の
み

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
！

「
勝
て
な
い
時
期
が
続
く
こ
と
も
あ

り
、
落
ち
込
む
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

で
す
」。
そ
ん
な
と
き
は
、
馬
と
接
し

た
り
、
映
画
を
見
に
行
く
な
ど
し
て
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
す
。

好
き
な
言
葉
は
、「
念
ず
れ
ば
花
開

く
」。
越
谷
市
の
子
ど
も
た
ち
に
「
前

進
あ
る
の
み
。
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
、

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
い
る
の
は
横
山
典
弘
騎

手
。「
馬
の
気
持
ち
が
わ
か
り
、
馬
の

さ
ば
き
方
が
い
ち
ば
ん
う
ま
い
。
そ
の

結
果
、
馬
を
速
く
走
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
」。
大
野
さ
ん
も
背
中
に

ま
た
が
っ
た
だ
け
で
馬
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
が
わ
か
る
そ
う
で
す
。「
レ
ー
ス

前
、
馬
の
特
徴
は
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
チ
ェ
ッ
ク
。

当
日
は
、
ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
、
状
態

を
見
極
め
、レ
ー
ス
を
組
み
立
て
ま
す
」。

大
野
さ
ん
の
目
標
は
、「
ま
ず
は
、

年
間
３０
勝
以
上
で
、
進
路
妨
害
に
よ
る

減
点
が
少
な
い
選
手
に
贈
ら
れ
る
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
賞
の
獲
得
。
そ
し
て
、
も
ち

ろ
ん
重
賞
レ
ー
ス
で
の
勝
利
で
す
」。

今
後
の
活
躍
に
注
目
で
す
。

…プロフィール…
１９８６年９月８日生まれ。草加市出
身。１歳のとき越谷市に転入。宮
本小、中央中を経て、平成１４年に２１
期生として日本中央競馬会（JRA）
競馬学校に入学。平成１７年３月５
日に杉浦宏昭厩舎所属でデビュー。
初勝利は３月１３日。同年に民放競
馬記者クラブ賞（関東新人騎手賞）
を受賞。平成２０年７月からフリー
に。昨年３月１４日に１００勝達成。
四人兄弟の次男。中学時代は剣道
部に所属し、初段の腕前。

どど
んん
なな
馬馬
にに
乗乗
っっ
てて
もも
能能
力力
をを

最最
大大
限限
にに
発発
揮揮
ささ
せせ
らら
れれ
るる
騎騎
手手
にに
なな
りり
たた
いい

騎手になって６年目を迎えた大野拓弥さん。昨年３月に区

切りとなる１００勝目をあげ、今年は年男で、２月にご結婚

をされたばかり。期する思いも大きいのでは？ 茨城県に

ある美浦トレーニング・センターを訪ね、お話を伺いまし

た。

騎騎
手手

大大
野野

拓拓
弥弥
ささ
んん

広報こしがや季刊版●平成２２年春号

17



18

広
告

広報こしがや季刊版●平成２２年春号

19

広
告

みなさまに愛されて24年 

念記館開

ルナジリオルクラミ

………………………………………………………………………………

特別
事業

………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………
特別
事業

…………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

「大気圧によるドラム缶つぶし」
日 時：５／３（祝）１４：４５～
会 場：玄関横
内 容：大気圧の力でドラ

ム缶をつぶす実験
を行います

対 象：どなたでも ＊雨天・強風のときは順延

「レインボーカードを作ろう」
日 時：５／１（土）～５（祝）

①１０：３０～１１：３０ ②１３：４５～１４：４５
会 場：エントランスホール
内 容：回折格子を使って虹色が見える

ミラクル特製のカードを作ります
対 象：どなたでも

「機械・装置等公開」
日 時：５／２（日）「蛍光X線分析装置」

５／４（祝）「旋盤ミニ体験」「NCフライス盤」
５／５（祝）「蛍光X線分析装置」
５／２・５ ①１０：４５～１１：４５ ②１３：３０～１４：３０
５／４ ①１０：００～１１：００ ②１４：００～１５：００

会 場：５／２・５ サウンドラボ ５／４ 工作室
対 象：どなたでも ＊旋盤ミニ体験は小学３年生以上４人

「手回し発電もできるAM/FMラジオを作ろう」
日 時：４月２５日（日）１３：３０～１６：３０ 会 場：工作室
内 容：いざというときに役立つ防災グッズFMとTV（１～

３ch）も聴ける高性能ラジオを作ります
対 象：小学５年生以上１４人 参加費：２，５００円（予定）
申込み：４／２４（土）までに（電話可）

「電子レンジで押し花」
日 時：６月６日（日） ９：３０～１１：３０ 会 場：実験室
内 容：電子レンジを使ってはがきやしおりを作ります
対 象：小学５年生以上１０人 参加費：２００円
申込み：５／７（金）９：００から（電話可）
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「生活習慣病（メタボリックシンドローム）と体内時計」
日 時：５／１６（日）１３：３０～１５：００ 会 場：多目的ホール
内 容：最近話題の肥満や糖尿病などの生活習慣

病（メタボリックシンドローム）と体内
時計の関連性や、時差ボケの効果的な解
決法まで、解りやすく紹介します

対 象：小学４年生以上２００人（小１～３年生は
保護者同伴で参加可）

申込み：４／１６（金）９：００から（電話可）
＊未就学児の入室不可

「アルミスタンプを作ろう」
日 時：６／１３（日） ９：３０～１２：００
会 場：実験室
内 容：アルミの板を化学反応で溶かし
てオリジナルの大型スタンプを作ります

対 象：小学５年生以上１６人
参加費：１００円（予定） 申込み：５／１４（金）９：００から（電話可）

「パソコンは魔法の箱？」
―小・中学生向けの「初めてのパソコン分解・組立」講座―
日 時：６／２０（日）１３：００～１６：３０
会 場：レクチャー室
内 容：分解・組立を通したパソコンのハード面の体験です
対 象：小学５年生～中学３年生１８人
参加費：無料
申込み：５／２１（金）９：００から（電話可）

「コンピュータでおもちゃのロボットを操ろう」
日 時：７／１１（日） 入門編

①９：３０～１１：３０ ②１３：００～１５：００
会 場：工作室
内 容：〈入門編〉おもちゃのブロッ

クで作ったロボットのモータ
を制御するプログラムを作り
ます

対 象：小学５年生～中学３年生各５人
参加費：無料
申込み：６／１１（金）９：００から（電話可）

４／１８
�発売

松竹大歌舞伎
時７月２９日（木）１４：００開演
出尾上菊五郎 ほか
演一、廓三番叟 二、一條大蔵譚 三、棒しばり
料全席指定 特等￥５，０００ 一等￥４，０００

二等￥３，０００ ２階￥１，０００
＊未就学児の入場不可 ＊サンシティメンバーズ優先予約：４／１７（土）

４／１８
�発売

東京バレエ団「ジゼル」
時１０月３日（日）１５：００開演
出主演：上野水香
管弦楽：東京ニューシティ管弦楽団（指揮：井田勝大）

料全席指定 S席￥１０，０００ A席￥８，０００
B席￥６，０００ 特別プライス席￥４，０００

＊学生各２割引 ＊シニア（６０歳以上）各１割引
＊特別プライス席はA席の指定場所（席数限定）で
７月１１日（日）よりホールのみで発売（１人２枚ま
で）。学生・シニア割引はありません

＊未就学児の入場不可 ＊サンシティメンバーズ優先予約：４／１７（土）

親子のためのクラシックコンサート

４／２５
�発売

ズーラシアンブラス「音楽の絵本」
時９月１１日（土）１４：００開演
料親子券￥２，０００ ＊おとな・こども各１人のペア
おとな￥１，５００
こども￥１，０００（３歳～中学生）

＊３歳未満でもお席が必要な場合は有料
＊サンシティメンバーズ優先予約：４／２４（土）

５／２
�発売

劇団四季ミュージカル「嵐の中の子どもたち」
時８月５日（木）１８：３０開演
料全席指定
おとな￥４，５００
こども￥３，０００（３歳～中学生）

＊３歳未満でもお席が必要な場合は有料
＊サンシティメンバーズ優先予約：５／１（土）

おかあさんといっしょ
５／２３
�発売モノランモノランがやってきた！

時９月２６日（日）�１３：３０開演 �１６：００開演
料全席指定 おとな￥２，０００こども￥１，５００
＊こどもは１歳～小学生まで。１歳未満でもお席が必要な場合は有料
＊サンシティメンバーズ優先予約：５／２２（土）

サンシティクラシック・ティータイムコンサート

加藤訓子 マリンバ＆パーカッションリサイタル
時９月４日（土）１４：００開演
料全席指定 一般￥３，３００

学生￥１，６５０
＊全席１ドリンク付き ＊未就学児の入場不可
＊サンシティメンバーズ優先予約：５／２９（土）

月ごとに変わるおもしろメニュー 先着順

＊水曜・金曜日は中止となる場合があります

＊実験・工作は１年生以上が対象です
＊未就学児の入室はご遠慮下さい

科学工作体験
簡易カメラを作ろう
グライダーを飛ばそう
ブラックウォール
分光器を作ろう

科学実験体験
炎色反応と花火
シャボン玉の不思議
姿を変えるエネルギー
真空の不思議

４月
５月
６月
７月

＊科学技術体験センターの行事は、ミラクルホームページ（http : //www.
miracle.city.koshigaya.saitama.jp）や毎月発行の「ミラクルニュー
ス」でご確認ください（内容については一部変更になる場合があります）

●利用料金
入場無料。ただし、実験、工作等の参加費が必要な場合があります

●団体利用（１５人以上の場合）の方法
あらかじめご連絡のうえ、申請書を提出し、許可を受けてください

●多目的ホール（祝日を除く火曜日・木曜日のみ）、レクチャー室の貸
し出しには次の料金がかかります

レクチャー室
１，０００円
１，６００円
２，３００円

＊越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町以外の方は上記金額の３０％増し

多目的ホール
５，０００円
８，０００円
１２，０００円

午前（９：００～１２：００）
午後（１３：００～１７：００）
全日（９：００～１７：００）

利
用
案
内

休館日（5月～7月）
月曜日（祝日を除く）
5／6・7／20

「まんまるよやくシステム」による申込み方法
インターネット・携帯電話・一般家庭電話または直接窓口

で「抽せん申込み」の受け付けをしています。
■インターネット・携帯電話での利用は事前登録が必要
抽せん結果：毎月１２日（メール・窓口にて通知）
使用の確定：当せんした方は抽せんのあった月の１２日～１８
日に窓口での使用申込み手続きが必要です。
なお、１９日以降は上記方法で通常予約可能。

小・中学生のための芸術鑑賞プログラム
「ベルリン交響楽団」

公開リハーサルを観よう�
時６月２０日（日）１３：００～１４：００（１２：３０開場）
内指揮者とオーケストラによる、楽しいお話しを交
えたリハーサルです

対市内に在住、在学している小・中学生（平成２２年
４月現在）

＊小学生は、１人につき保護者１人の同伴が可能
料観覧無料（入場整理券が必要です）
申往復はがきにてお申込みください
＊応募多数の場合は抽せん（定員５００人程度）
受４月２０日（火）～５月２０日（木）必着分まで
＊詳しくは、ホームページをご覧いただくか、ホー
ルにお問い合わせください

詳しくはサンシティへ集募者加参

４／２５
（日）

野村克也
トークショー
時開演１４：３０
料全席指定￥２，５００
＊未就学児の入場不可

サンシティクラシック・ティータイムコンサート

「前橋汀子ヴァイオリン・リサイタル」
時開演１４：００
出構成・お話／岡部真一郎
料全席指定 一般￥３，３００

学生￥１，６５０
＊全席１ドリンク付 ＊未就学児の入場不可

５／１８
（火）

ビギン２０周年 うたの日１０周年
だから今年はうたの年ツアー２０１０

時開演１９：００
料全席指定
前売￥６，０００
当日￥６，５００
（残券がある場合）

＊小学生以上有料。未就学児はおとな１人につき１人まで膝上可

Ryu＆バラダン
シンフォニックコンサート２０１０
時開演１４：３０
料全席指定￥６，０００
＊未就学児の入場不可

ベルリン交響楽団
時開演１５：００
出リオール・シャンバダール
（指揮）
アンドリュー・フォン・オーエン（ピアノ）

料全席指定
S席￥８，０００
A席￥６，５００
B席￥５，０００

＊学生各半額
＊シニア（６０歳以上）は各１割引＊未就学児の入場不可
＊チケットを購入された方を対象に公開リハーサルを実施します。詳しく
は、ホームページをご覧いただくか、ホールにお問い合わせください

ONE EARTH TOUR２０１０
時開演１８：００
料全席指定
S席￥４，５００
A席￥３，５００
２階席￥１，５００

＊未就学児の入場不可

５／２２
（土）

～わくわく体験・夢・感動～
子どもから大人まで体験できます！

７／４
（日）

杉山清貴アコースティック・ソロ・ツアー
“Voice of summer ’10”
時開演１７：００
料全席指定￥５，５００
＊未就学児の入場不可

６／２０
（日）

◆ホール貸し出し抽せん会
小・展示ホール（５市１町内）
２２年１２月分
２３年１月分
２３年２月分

大ホール
２３年５月分
２３年６月分
２３年７月分

申込み期間
５／１（土）～１０（月）
６／１（火）～１０（木）
７／１（木）～１０（土）

会演講学科

サンシティクラシック・ティータイムコンサート

「川久保賜紀・遠藤真理・
三浦友理枝トリオ・コンサート」

時開演１４：００ 出構成・お話／岡部真一郎
料全席指定
一般￥３，３００
学生￥１，６５０

＊全席１ドリンク付
＊未就学児の入場
不可

７／１０
（土）

４５th Anniversary 加藤登紀子コンサート
人はみんな一粒の種
時開演１７：００
料全席指定
S席￥６，５００
A席￥５，０００

＊未就学児の入場不可

５／１５
（土）

＊期間内に窓口での使用申込みをされない場合は当せんの権利が取り
消しとなります

＊５／１（土）１４：００からホールフロントで２２年９月～２２年１１月の小ホー
ルギャラリーの抽せんあり

＊５市１町とは、越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

５／２９
（土）

７／１０
（土）

『『恋恋すするるベベーーカカリリーー』』
�時①１０：００ ②１４：００ ③１８：３０ �料￥１，０００
＊割引券をお持ちの方は２００円引き

『『ゼゼロロのの焦焦点点』』

２３・２４
（金）（土）

４
２８・２９
（金）（土）

５

５／３０
�発売

写真提供：ザ・シンフォニーホール講師：産業技術
総合研究所
大石勝隆氏

▲X線分析装置

▲旋盤

＊発売初日は、午前１０：００から
電話予約のみ受け付けします
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親子科学クラブメンバー募集
親子で不思議で楽しい実験、観察、製作
等の活動に親しみ、科学するおもしろさ
を体験しませんか。
開催予定：年５回 第１回目 ５／９（日）

１０：００～１２：００
内 容：大気圧を実験で確かめよう、暑

中お見舞いはがきを作ろう、花
火を作ろう、かんたん電子工作
を楽しもうなど

対 象：小学生と保護者１０組
（乳幼児の同室はご遠慮ください）

年会費：無料
申込み：４／１８（日）９：００から

電話での受け付け

３歳児幼児クラブ
親子で楽しくさまざまな体験をしてみま
しょう。運動遊びや工作、リズム遊びなど
バラエティに富んだ内容の活動をします。
日 時：５／１３～７／１５

の毎週木曜日
（全１０回）
１０：００～１１：００

対 象：平成１８年４月

２日～平成１９年４月１日に生ま
れたお子さんと保護者２４組

申込み：４／３０（金）９：００から電話での受
け付け

ちびっこフェスティバル２０１０
日 時：５／４（祝）・５（祝）
内 容：ちびっこチャリティーマーケット、

ネオステンドアート、簡単工作、
星砂で星座絵作り、プラネタリウ
ム無料投影（幼児番組）、似顔絵
コーナー、ミニプレーパークなど

＊詳しくは、コスモス
だより・ちびっこフ
ェスティバル特集号
をご覧ください

家庭で楽しむ科学工作教室
身近な材料を使った科学に関する簡単な
工作や実験を通して、子ども達への科学
に対する楽しさや興味を導くヒントを探
ります。
日 時：７／１１（日）１０：００～１２：００
対 象：子を持つ親やその祖父母など大

人の方２０人
（乳幼児の同伴はご遠慮ください）

内 容：紙皿を使っての「皿回し」、ストロ
ーやトイレットペーパーを使用し
た「ストロー笛」、ビー玉を使った
「ピコピコキャタピラ」の作成など

申込み：６／２７（日）９：００から電話での受
け付け

●わくわく科学教室
◇「土の中の微生物」
日 時：５／２９（土）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）、２０人
申込み：５／６（木）９：００から
◇「ポップコーン、カレー味に挑戦！」
日 時：６／６（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）、２０人
申込み：５／２０（木）９：００から

◇「空気のひみつをさぐろう」
日 時：６／２０（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）、２０人
申込み：６／５（土）９：００から

●親子自然体験教室 in あだたら
日 時：６／５（土）～６（日）《１泊２日》
対 象：市内在住の小学生以上の親子２５

人（幼児同伴不可）
宿 泊：越谷市立あだたら高原少年自然

の家
参加費：小・中学生３，０００円、大人３，５００円
申込み：５／６（木）９：００から

＊５／２１（金）までにお申込みください

●こどもの日フェスティバル
日 時：５／４（祝）・５（祝）
内 容：特別映画会、ヒマワリこども音

楽会、かんたん工作、葉脈のしお
り作り、ベッコウアメ作りなど

＊詳しくは「ヒマワリだより・こどもの日フェ
スティバル特集号」をご覧ください
＊５／３（祝）には、プレ・こどもの日フェスティ
バルもあります（スライム作りや映画会など）

＊日時・内容については一部変更に
なる場合があります。毎月発行の
「コスモスだより」でご確認ください

＊事前に予約が必要な行事については、受付
初日の午前中は電話のみの受け付け。午後
からは、窓口でも受け付けします
＊定員のある行事は申込み順になります

休館日（5月～7月）
月曜日（祝日を除く）
5／25・7／20

休館日（5月～7月）
月曜日（祝日を除く）
5／18・7／20

＊日時・内容については一部変更になる
場合があります。毎月発行の「ヒマワ
リだより」でご確認ください

のびのび親子教室

◇「新聞紙であそぼう」
５／７（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
４／２２（木）９：００から電話のみ

◇「リトミック遊び」
６／４（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
５／２６（水）９：００から電話のみ

やんちゃたいむ

◇「車に乗って出発」
５／２０（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保
護者２５組
５／７（金）９：００から電話のみ

◇「ふわふわ風船あそび」
６／１７（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保
護者２５組
６／６（日）９：００から電話のみ

おとうさんと遊ぼう
５／８（土）１０：３０～１１：４５
１～３歳の幼児と父親または両親１５組
４／２０（火）９：００から

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象

申込み

日 時

対 象

申込み

日 時
対 象
申込み

ミルキーママ・スクール

「あかちゃんとママのマッサージでスキンシップ」
６／１０（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の０～２歳の乳幼児を持つ保護者２０人
バスタオル、浴用タオル各１枚
５／２０（木）９：００から

子育て広場 あつまれ！０歳児
６／１（火）１０：００～１１：００
市内在住の０歳児と保護者２０組
５／２１（金）９：００から電話のみ

子育て広場 あつまれ！１歳児
７／６（火）１０：００～１１：００
市内在住の１歳児と保護者２０組
６／２３（水）９：００から電話のみ

ヒマワリ自然観察会～若葉をウォッチ！北本自然観察公園～
５／２２（土）９：００～１６：３０
小学生以上３５人（３年生以下は保護者同伴）
１００円（保険代）
５／６（木）９：００から

おもちゃの病院
５／１５（土）１３：００～１５：００
幼児（５歳以上・保護者同伴）～高校生１０人
４／２０（火）９：００から

日 時
対 象
持ち物
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時
対 象
申込み

やってみよう！サタデーバイオ教室

セントポーリアの葉を使ってバイオテクノロジーを体験
５／８・７／１０・１０／９の土曜日（全３回）
①１０：００～１１：３０、②１４：００～１５：３０
小学３年以上各回１０人
４／２０（火）９：００から

＊最終日にはバイオで育てたセントポ
ーリアをプレゼントします

わくわく人形劇～人形劇サークル「ハメハメハ」
５／２９（土）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）・小学生以
上、当日先着１５０人

親子１日キャンプ体験～しらこばとキャンプ場～
７／１１（日）９：００～１６：００
小学生以上の親子３０人
５００円（予定：材料費および保険代）
６／２０（日）９：００から

ヒマワリこども音楽会～越谷市音楽団
６／２０（日）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）・小学生以上、当日先着１５０人

日 時

対 象
申込み

日 時

対 象

日 時
対 象
参加費
申込み

日 時
対 象

天体観望会

①５／１（土）
②７／３１（土）
③８／２８（土）
いずれも１８：３０～２０：００
①「春の星空探訪～赤い火星と
輪を持つ土星」
②「真夏の星空探訪～惑星や星
が踊るトライアングル」
③「夏の星空探訪～沈みゆく惑
星と夏の宝石アルビレオ」
小学生～大人５０人
（乳幼児は参加できません）

①４／１７（土）
②７／１７（土）
③８／１４（土）
いずれも９：００から電話での受け付け

おもしろ科学教室

①５／１６（日） ②６／２０（日）
いずれも１０：００～１２：００
①「分光シートの万華鏡を作ろう」
②「七宝焼きの素敵なキーホルダ
ーを作ろう」
小学生以上１５人（小学３年生までは
保護者同伴・乳幼児の同室はできません）

①１００円（材料費）②３００円（材料費）
①５／２（日） ②６／６（日）
いずれも９：００から電話での受け付け

日 時

内 容

対 象

申込み

日 時

内 容

対 象

参加費

申込み

プラネタリウム

①春の番組「黄道１２星座と春の星空」
②夏の番組「夏の星空
～天の川の星座たち～夢の火星旅行」

①６／１３（日）まで ②６／１９（土）から
土曜・日曜日、祝日
幼児（３歳以上）～大人
（３歳未満の乳幼児は入場できません）

小学生以上１人１回１００円
＊５月４日（祝）、５日（祝）は子ども
番組を無料投影

夏のイベント 前期

特別展「２１世紀は科学の世紀
偉大なる科学者に学ぼう�」

～世界天文年２０１０ 科学技術の偉大な功績
７／２１（水）～７／３１（土）
夏休み科学教室、サイエンス
チャレンジ、スペシャルサイ
エンスショー、ホタルの夕べ、
コンサート、宇宙絵画コンテ
スト、宇宙センター見学会な
ど
＊詳しくは、７月発行予定のコスモスだより、
夏のイベント特集号をご覧ください

日 時
投影日

対 象

観覧料

期 間

内 容

子どもクラフト教室

①４／２５（日） ②６／１３（日）
いずれも１０：００～１２：００
①「きらきら輝く
ビー玉ネックレスを作ろう」

②「～ダイヤモンドの輝き
偏光万華鏡を作ろう」

小学生以上１５人（小学３年生までは
保護者同伴・乳幼児の同室はできません）
①１００円（材料費）②１００円（材料費）
①受け付け中、②５／３０（日）
９：００から電話での受け付け

ふれあい科学教室

①５／２３（日） ②６／２７（日）
いずれも１０：００～１２：００
①「ぽかぽか入浴剤を作ろう」
②「オリジナルソープを作ろう」
小学生と保護者１０組
①１００円（材料費）
②１００円（材料費）
①５／９（日）、②６／１３（日）
いずれも９：００から電話での受
け付け

日 時

内 容

対 象

参加費

申込み

日 時

内 容

対 象

参加費

申込み
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温水プール
最終遊泳時間

トレーニングルーム

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：５／９（日）・６／１３（日）・

７／１１（日） ９：３０～１６：００
内 容：卓球、バンパーなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

パソコン相談開催中
日 時：毎週土曜日 １０：００～１２：００

１３：００～１５：００
場 所：図書室ほか
内 容：これからパソコンをはじめよ

うと考えている方から、より
詳しく知りたいと考えている
方までどんなことでも相談で
きます

対 象：市内在住の６０歳以上の方。午
前・午後各８人（申込み順）

費 料：無料
（パソコン機器持ち込み可）

申込み：事前に、けやき荘へ予約して
ください（電話可）

生活・健康相談
日 時：開館日の

１０：００～１５：１５
対 象：市内在住の

６０歳以上の方

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：５／１３（木）・６／３（木）・

７／１（木） ９：３０～１１：００
場 所：機能回復訓練室
内 容：機能回復訓練室の機器の使用

方法や日常生活における機能
訓練、腰痛予防、筋力や体力
向上などのアドバイスをしま
す

対 象：市内在住の６０歳以上の方、ま
たは保健センターの指導のあ
った方８人（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接ゆりのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：５／１５（土）・６／１９（土）・

７／１７（土） ９：３０～１６：００
内 容：卓球、ベイゴマなど
対 象：市内在住の方

なら、どなた
でもご利用に
なれます

費 用：無料

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００、

１３：００～１５：００
対 象：市内在住の６０歳以上の方

春のふるさとウォーキング
日 時：５／２５（火） ９：３０～１５：００
＊雨天の場合は、５／２６（水）に延期
対 象：市内在住の６０歳以上の方２５人

（申込み順）
費 用：無料
申込み：５／７（金）～５／１４（金）９：３０

から本人が直接くすのき荘へ
＊詳しいウォーキ
ングコースにつ
きましてはくす
のき荘へお問い
合わせ下さい

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：５／１６（日）・６／２０（日）・

７／１８（日） ９：３０～１６：００
内 容：映画「男はつらいよ」上映

（１０：１０～・１３：１０～の２回上映）
ビリヤード、卓球など
５／１６ オールスウィングジャズ
オーケストラ演奏会
（１１：３０～１２：３０）
６／２０ 化粧水作り・廃油で石けん
作り（１０：００～１２：００）

＊申込み：６／５（土）本人が直接く
すのき荘へ（定員１５人・電話不可）

対 象：市内在住の方なら、どなたで
もご利用になれます

費 用：無料

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：５／２１（金） ９：３０～１１：００
場 所：多目的ホール
内 容：機能訓練の方法、腰痛予防、

筋力向上、体力向上、血圧測
定など

対 象：市内在住の６０歳以上の方８人
（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接くすのき荘へお越し

ください

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１５：００
対 象：市内在住の６０歳以上の方

【公開時間】
１部：９：３０～１２：００（１１：４５）
２部：１３：００～１５：３０（１５：１５）
３部：１６：００～１８：３０（１８：１５）
４部：１９：００～２１：３０（２１：１５）
＊公開時間は、プール受付開場時間から
更衣室利用終了時間までの２時間３０分です
＊各部では、公開開始から１時間後に１０分間の休憩時間があります
＊混雑時には入場制限することがあります
＊毎週木・日曜日、リラクゼーションプールは、メンテナンスのた
め２１：００で終了となります
【利用料金】一般４００円、小・中学生３００円、６０歳以上２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます
＊３歳未満の方は利用できません
＊年齢を問わず、排せつが自立していない方は利用できません

【利用時間】９：３０～２１：１５（更衣室利用終了時間２１：３０）
＊初めての方は初回講習会（予約制）の受講が必要となります
直接市民プールへお申し込みください（電話可）
講習会は開館日の ①１４：００～ ②１９：００～ の２回です

【利用料金】
一般（高校生以上）１回４００円、６０歳以上１回２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます
＊中学生以下は利用できません

＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、けやき荘・くすのき荘へお問い合わせください＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、ゆりのき荘・越谷市民プールへお問い合わせください

６（木）・１０（月）・１７（月）・２４（月）・３１（月）

７（月）・１４（月）・２１（月）・２８（月）

５（月）・１２（月）・２０（火）・２６（月）

５月

６月

７月

休
館
日

６（木）・１０（月）・１７（月）・２４（月）・３１（月）

７（月）・１４（月）・２１（月）・２８（月）

５（月）・１２（月）・２０（火）・２６（月）

５月

６月

７月

休
館
日

温水プールをご利用になれない日

施設点検および特別清掃のため
�温水プール ５／７（金）～５／１２（水）
＊トレーニングルームは利用できます
＊５／６（木）は休館日です

けやき荘を一部ご利用になれない日

�５／２８（金） 午前中教養娯楽室 越谷市老人クラブ連合会
総会のため

�７／９（金） 午前中教養娯楽室 越谷市老人クラブ連合会
役員会のため

３（祝）・４（祝）・５（祝）・
６（木）・９（日）・１７（月）・
２３（日）・３１（月）

７（月）・１３（日）・２１（月）・
２７（日）

５（月）・１１（日）・１９（祝）・
２０（火）・２５（日）

５月

６月

７月

休

館

日

２（日）・３（祝）・４（祝）・５（祝）・
１０（月）・１６（日）・２４（月）・３０（日）

６（日）・１４（月）・２０（日）・２８（月）

４（日）・１２（月）・１８（日）・１９（祝）・
２６（月）

５月

６月

７月

休

館

日



古紙配合率70％再生紙を使用しています 
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環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 
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伏
水
道
企
業
団

歯
科
健
康
フ
ェ
ア
■
６
日
�日

保
健
セ
ン
タ
ー

七
夕
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
■
２６
日
�土

北
越
谷
駅
西
口
さ
く
ら
広
場

七
夕
フ
ェ
ス
タ

■
６
日
�火
〜
１１
日
�日

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

県
展
記
念
作
品
展
■
６
日
�火
〜
１１
日
�日

サ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
１
０

■
７
日
�水

中
央
市
民
会
館
正
面
玄
関
前
広
場

八
坂
神
社
祭
礼
■
中
旬

八
坂
神
社
（
大
沢
）

下
間
久
里
の
獅
子
舞
■
１５
日
�木

香
取
神
社
（
下
間
久
里
）

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ト
�

■
２１
日
�水
〜
８
月
１
日
�日

児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ

北
川
崎
の
虫
追
い
■
２４
日
�土

川
崎
神
社
（
北
川
崎
）

大
相
模
ま
つ
り
■
２４
日
�土
・
２５
日
�日

大
相
模
小
学
校
校
庭

越
谷
花
火
大
会
■
下
旬

市
役
所
周
辺

北
越
谷
ま
つ
り
■
３１
日
�土

北
越
谷
駅
西
口
さ
く
ら
広
場

２度目の編集室勤務は４年間で
した。前回の異動時にも楽屋裏を
書きました。２３歳以下のサッカー
日本代表が２８年ぶりにオリンピッ
クに出場することを題材に、若い
人たちの活躍に感謝・期待をこめ
たものです。１４年後、当時の選手
数人が現役で活躍しています。新
しい職場は若い人も多く、体育施
設の管理やスポーツ大会の開催な
どで共に汗を流す職場です。年齢
に負けず動きまわりたいと思いま
す。唯一、埼スタに通う回数が減
るのが気がかりです。 （は）

■発行／越谷市 �３４３‐８５０１埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目２番１号 �０４８（９６４）２１１１（代表）FAX０４８（９６５）６４３３
■編集／秘書室広報広聴課 �０４８（９６３）９１１７（直通）
市ホームページはhttp://www.city.koshigaya.saitama.jp

広報こしがや季刊版●平成２２年春号（�１２３７）

５
月

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

時
間
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
９
１
１
７
へ

６
月

７
月

梅の実収穫体験

下間久里の獅子舞

看護の日

越
谷
花
火
大
会

さ
つ
き
大
会

歯科健康フェア
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二本松駅前 

岳温泉 

岳温泉 

二本松 郡山 大宮 

自然の家 

自然の家 

●交通のご案内 

浦和 
I・C

岩槻 
I・C

二本松 
I・C

JR東日本 
新幹線 

バス タクシー 

25分 

5.7km
5分 

226km
160分 

12km
30分 

4km
10分 

10分 

在来線 

バスに乗り換え 60分 25分 

福島交通路線バス 

マイカー 

〜
自
然
観
察
と山菜

狩
り
〜

５
月
２
日
�
に
少
年
自
然
の
家

を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
を
、森
の

案
内
人
が
自
然
観
察
と
山
菜
狩
り

へ
ご
案
内
し
ま
す
。
あ
だ
た
ら
の

春
の
季
節
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
※
各
自
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
）

日
時

５
月
３
日
�
８
時
４５
分
〜

１１
時
３０
分
（
悪
天
候
の
場
合
、

中
止
）

場
所

少
年
自
然

の
家
周
辺

＊
気
候
や
山
菜
の
状
況
等
に
よ
り
、

場
所
は
変
更
に
な
り
ま
す

定
員

４０
人

参
加
費

無
料
（
軍
手
、
長
靴
等

各
自
持
参
）

申
込
み

ご
希
望
の
方
は
、
５
月

２
日
�
の
少
年
自
然
の
家
の
ご

利
用
の
予
約
ま
た
は
申
請
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ

生
涯
学
習
課

青
少
年

担
当

�
９
６
３
�
９
３
０
８

〜
越
谷
市
ふ
れ
あ
い
の

森
づ
く
り
〜

越
谷
市
で
は
、
緑
や
水
資
源
な

ど
の
自
然
か
ら
の
恩
恵
に
報
い
る

と
と
も
に
、
国
土
の
保
全
や
地
球

環
境
を
視
野
に
入
れ
た
市
民
の
手

に
よ
る
森
づ
く
り
と
し
て
、「
越

谷
市
ふ
れ
あ
い
の
森
（
植
樹
会
）」

を
昭
和
６１
年
か
ら
平
成
１７
年
ま
で

の
２０
年
間
に
わ
た
り
福
島
県
二
本

松
市
を
は
じ
め
と
す
る
４
地
区
２０

事
業
地
に
２２
万
８
８
０
０
本
の
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
植
樹
し
た
樹
木
を
育
成
・
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
６
年

度
か
ら
、
毎
年
秋
に
市
民
参
加
の

つ
る
切
り
や
枝
打
ち
作
業
を
中
心

と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
森

育
て

る
集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
７
１
６
人
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、「
恵
ま
れ
た
自

然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
作
業
を
通
し
て
家
族
の
ふ
れ
あ

い
や
参
加
者
相
互
の
交
流
が
図
れ

る
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
は
、
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
、
海

抜
高
度
７
４
０
�
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
四
季
を
通
じ
て
美
し
い
自

然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
春
、
夏
は
小
学
校
の
自
然
教
室
や
林

間
学
校
に
、
秋
は
社
会
教
育
団
体
や
一
般
の
方
々
に
、
ま
た
冬
は
中

学
校
の
ス
キ
ー
教
室
に
、
世
代
を
問
わ
ず
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
施
設
で
す
。

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
ああああああああああああああああああああああああああああああああああ
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
らららららららららららららららららららららららららららららららららら
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満満
喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫
しししししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

宿
泊
料
金

利用者区分 一般 小中学生
５市１町内 １，５００円 ５００円
上記以外 ２，０００円 ７００円

＊宿泊料金には、４月は２００円の冬期暖房料が加算されます
＊５市１町内とは、越谷市・草加市・三郷市・八潮市・吉川市・
松伏町の在住および在勤の方です

＊食事代金が別途必要となります

申込み ５市１町内のご利用の方は、利用日の３
ヶ月前から予約を受付します。上記以外のご
利用の方は、２ヶ月前から予約を受付します。
電話で施設の空き状況をご確認ください。

少年自然の家 一般利用可能日
１８（日）
２５（日）

８（土）
１６（日）
２５（火）

１５（火）

８（木）
１５（木）

１７（土）
２４（土）

５（水）
１５（土）
２２（土）
２９（土）
１２（土）

７（水）
１４（水）

１６（金）
２３（金）
３０（金）
４（火）
１４（金）
２１（金）
２８（金）
１１（金）
２６（土）
６（火）
１３（火）
１８（日）

１５（木）
２２（木）
２９（木）
２（日）
１２（水）
２０（木）
２７（木）
１０（木）
１９（土）
３（土）
１０（土）
１７（土）

１４（水）
２１（水）
２８（水）
１（土）
９（日）
１９（水）
２６（水）
５（土）
１６（水）
２（金）
９（金）
１６（金）

４
月

５
月

６
月

７
月

平成２１年度の参加の様子

つる切りや枝打ち作業

間伐材の活用
小中学校への還元の一例です

森の案内人より入山注意の様子１

生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
《
Ｔ
Ｒ
Ｙ
》

春
号



★
★

★ ★
★

★ ★

★★ ★★

ＣＤ貸し出しますＣＣＤＤ貸貸しし出出ししまますす

市
民
の
投
稿
作
品
で
創
る

文
化
総
合
誌

「

―

越
谷
文
化
」

第
２８
号

第
２８
号
が
好
評
発
売
中
で
す（
１
冊
７
０
０
円
）。

表
紙
画
は
第
９
回（
昨
年
度
）越
谷
市
美
術
展
覧
会
で
、

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
吉
原
キ
ミ
子
さ
ん
の
「
ジ
ャ
ー
マ

ン
ア
イ
リ
ス
」
で
す
。

内
容
は
、
随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
評
論
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の
ほ
か
に
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
に
よ
る
作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
力
作
・
秀
作
ば
か
り
で
す
。

今
号
で
は
特
集
「
越
谷
と
駅
」
と
題
し
て
、「
駅
」

か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
を
題
材
に
し
た
６４
点
の
作

品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
企
画
の

別
冊
「
こ
し
が
や
と
駅
」
で
は
、
市
内
８
カ
所
の
駅
の

歴
史
と
現
在
や
、
駅
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
と
め

ま
し
た
。

ぜ
ひ
一
度
、
越
谷
文
化
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

川
の
あ
る
ま
ち
を
読
み
た
い

「
川
の
あ
る
ま
ち
」
第
２８
号
は
、
市
役
所
第
２
庁
舎

４
階
の
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
販
売
中
で
す
。
ま

た
、
４
月
中
旬
よ
り
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
ほ
か
、

市
立
図
書
館
、
左
記
の
取
り
扱
い
書
店
で
販
売
し
ま
す
。

な
お
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
け
や
き
荘
な
ど

で
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

作
品
を
応
募
し
た
い

現
在
、
次
回
第
２９
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

締
め
切
り
は
、
一
般
の
方
は
８
月
３１
日
�
、
小
・
中
学

生
、
高
校
生
は
９
月
１７
日
�
で
す
。

詳
し
い
応
募
方
法
は
、
第
２８
号
２
１
２
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
等

で
配
布
中
の
募
集
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係

�

９
６
３
�
９
３
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

９
６
５
�
５
９
５
４

現代の子どもたちを取り巻く生活環境は、決し
て良いものばかりとはいえません。特に少子化や
一人で遊べるゲームの普及等により、子ども同士
が遊びの中での人間関係づくりや、楽しい遊び等
の体験機会が少なくなっています。放課後子ども
教室では、スタッフとボランティアが共に手を携
え、子どもたちの遊びや学びを支援しながら、人

とのかかわり方や、子どもの成長
を育む活動をしています。平成２２
年度も市内１０数か所で本事業実施
を予定しております。詳細は、ホ
ームページ 越谷市放課後子ども教室 検索 を
ご覧いただくか、下記へお問い合わせください。

生涯学習課 青少年担当 �９６３－９３０８

平成２２・２３年度
こしがや市民大学
企画運営委員募集

市民の皆さんのための講座を、市民自らが
企画運営する委員を募集します。任期は２年。
年間６回程度の会議及び１２回の講座に出席し
ていただきます。
対象／市内在住・在勤の方
定員／５人
申込み／５月１０日（月）必着で、市民大学に関
しての考えを作文（８００字程度）にまとめ、
住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入
し、左記へ提出してください。選考結果は
直接本人に連絡します。なお、応募作文は
返却しません

問合せ・提出先／生涯学習課 生涯学習担当
�３４３－８５０１越ヶ谷４－２－１ �９６３－９２８３

江戸時代の名主の家の
たたずまいを残す旧中村
家住宅で、お茶会を行い
ます。「体験」を通して、
昔の生活や文化に親子で
ふれてみてはいかがでし
ょうか。

日 時：５月２３日（日）午前１０時～午後３時
会 場：大間野町旧中村家住宅

（大間野町１－１００－４）
�９８５－９７５０
なるべく公共交通機関をご利用ください

内 容：お茶会
参加費：無料
申込み：当日受付（ただし、お茶会は先着１００人まで）
主 催：越谷市茶道協会、越谷市教育委員会
問合せ：生涯学習課 文化財係 �９６３－９３１５

電話番号

９６４－２０２０

９６６－０７３８

９８５－５５３７

９７９－２５７１

９７６－８６２３

９６２－３５００

９６５－１１３５

９６１－１１３３

住 所

越ヶ谷３－４－３

南越谷１－２６－７

蒲生茜町２１－８

千間台東１－３－１

大里２２１－９

東大沢５－５－８

谷中町２－５８

南町３－１－５

書 店 名

明詩社書店

栄昌堂書店

三秀堂書店

博文堂書店

孝雲堂書店

ほんのいえ宮脇書店

越谷店

竹島書店 越谷店

竹島書店 蒲生店

平成２１年度 金曜講座
講 師

越谷市立病院看護師長
たかはし りょう こ

高橋 良子さん

気象予報士
ひら い のぶゆき

平井 信行さん

文教大学教授
すず き けん じ

鈴木 健司さん

神奈川県立生命の星・地球博物館館長
さいとう やす じ

斎藤 靖二さん

女流講談師
かん だ

神田 すみれさん

NPO法人ヘルスカウンセリング学会
かわばた かず こ

川幡 和子さん

内 容

地域医療について

気象予報士から見た
地球環境変化

宮沢賢治の不思議

地球の話

美しく輝いて
生きる心

気質とヒューマンリ
レーション（スキル）

電話で予約を受け付けします。

申込み・問合せ 生涯学習課 生涯学習担当 �９６３－９２８３こしがや市民大学冬季講座

平成２１年度 土曜講座
講 師

獨協大学講師
ふじわら かずひこ

藤原 和彦さん

医療機関経営コンサルタント
つか だ としあき

塚田 季明さん

生きがいと健康づくり講師
す なが のぼる

須永 昇さん

プサルタリー＆ギターアンサンブル
の せ のぞみ

“SoLa” 能勢 希さんほか

東京大学先端科学技術開発センター
こばやし あつし

研究員 小林 惇さん

作家・文芸評論家
たかはし ち は や

高橋 千劔破さん

内 容

現代社会とイスラムの世界

今後の医療・介護行政が
皆さんの生活に与える影響とは

身近なおもしろ数学

ゆる弦ギターとプサルタリー
～新しい癒しの音楽～

都市改造への提案
―越谷市・都市のヒートアイランド現象―

江戸町奉行大岡越前守と
遠山の金さん

放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももももも教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももももものののののののののののののののののののののののの居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり））））））））））））））））））））））））のののののののののののののののののののののののの
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアをををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

～子どもと遊び、学び、歓びを共にする～

学ぶあなたを応援します！『生涯学習リーダーバンク』リニューアル

活用ください『生涯学習リーダーバンク』『生涯学習クラブ・サークル・団体ガイド』
これらの情報誌は、地区センター・公民館や交流館などでご覧になれる外、市のホームページからもご覧になれます。

問合せ／越谷市生涯学習推進市民委員会 事務局 生涯学習課 生涯学習担当 �９６３－９２８３

『クラブ・サークル・団体ガイド』
地区センター・公民館や交流館、老人福祉センター等で

活動している生涯学習に関するクラブ・サークル・団体等
を活動分野別に紹介する情報誌です。
クラブに入会し、学習と新たな仲間づくりをしたい方は

ご活用ください。
�掲載団体
①クラブ・サークル ４１５団体
②社会教育関係団体 １２８団体
�分野
①教育等一般 ②語学・国際理解 ③産業・技術 ④芸術・
文化 ⑤スポーツ・レクリエーション ⑥家庭生活・趣味
⑦市民生活・環境・福祉 ⑧社会教育関係団体

『生涯学習リーダーバンク』
生涯学習に関するさまざまな知識や技術などを

持っている方に講師・指導者として登録いただき、
活動分野別に紹介する情報誌です。
個人・団体・サークルなどで指導者をお探しの

際はご活用ください。
�登録者 ２６７人
�分野
①教育 ②人文・社会科学・自然科学 ③産業・
技術 ④芸術・文化 ⑤家庭生活・趣味 ⑥市民
生活・国際理解 ⑦語学 ⑧スポーツ・レクリエ
ーション・体力づくり ⑨スポーツリーダーバン
ク登録者

大間野町旧中村家住宅
初夏のお茶会

昨年のお茶会の様子
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４／２４（土）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－９５５５）
へ（申込み多数＝抽せん）

４／２４（土）８：３０から教材費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

４／２４（土）１３：００～１３：１５に材料費を添えて直接越ヶ谷
地区センター・公民館（越ヶ谷４－１－１ �９６５
－３０９３）へ（申込み多数＝抽せん）。（申込みは、１
人１名分とする）

当月第１土曜日８：３０から（ただし、１０／９は９／２５
（土）から、１／２９は１／８（土）から）材料費を添えて
直接川柳地区センター・公民館（川柳町２－４８５
�９８７－８２１３）へ（申込み順）

前月第４土曜日９：００から材料費を添えて直接大沢
地区センター・公民館（大沢２－１０－４０ �９７６－
５８００）へ。電話可（申込み順）

会場・申込み

市民の方ならどなたでも参加できる講座です。
お住まいの地区以外の地区センター・公民館
へも足を運んでみませんか？

市内在住の
小学生
（１６人）

市内在住の小
学４年生以上
の方（１０人）

市内在住の
小学生１年
生～３年生
（１４人）

市内在住の
小学生
（３０人）

市内在住の
小学生
（２０人）

対象

材料費
１５００円

教材費
１８００円
（バチ代）

材料費
４００円

材料費
実費負担

材料費
実費負担

参加費

ぼくもわたしも名コック。
楽しくつくってモリモリ食
べよう！

だ て じゅん こ

講師 伊達準子さん

大相模まつりの大盆踊り大会で太
鼓を叩いてみませんか！大相模まつ
りに向け、太鼓演奏の基礎を学ぶ

英会話を遊びながら学ぶ
た い れい こ

講師 田井玲子さん

「作ってみよう、大根でお餅�」

「ゲームに挑戦！チャンピオ
ンを決めよう！」

体験や遊びをとおして、創
造性やふれあいを学ぶ
講師 越谷市余暇活動指導
者連盟

小学生を対象に遊びを通して多
くの知識や技術について学ぶ

おおはし み よ こ

講師 大橋美代子さん他

内容

５／８・６／５・７／３
土曜日
１０：００～１３：００
全３回

５／８～７／１７
毎週土曜日
１７：００～１８：００
全１０回

５／８・１５・２２
土曜日
１０：００～１２：００
全３回

①５／２２

②６／１９

７／３１・８／２１・９／１８・１０／９・
１１／２０・１２／１８・１／２９・２／２６
土曜日
１０：００～１２：００ 全１０回

５／８・６／１２・７／１０
土曜日
１０：００～１２：００

開催日時

おぎしま
ワクワク・キッズ

わんぱく太鼓教室

子どもなんでも体験教室①
～英語で遊ぼう�～

子ども遊び探検隊

子ども遊学教室

学級・講座名

４／２２（木）９：４５～１０：００に参加費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日より電話可

５／１２（水）９：３０～９：４５に材料費を添えて直接北越谷
地区センター・公民館（北越谷４－８－３５ �９７６
－５７５８）へ（申込み多数＝抽せん、電話不可）

５／１４（金）１４：００～１４：１５に直接北越谷地区センター・
公民館（北越谷４－８－３５ �９７６－５７５８）へ（申
込み多数＝抽せん、電話不可）
※館外学習先：江戸東京博物館

６／１８（金）９：００～直接越ヶ谷地区センター・公民館
（越ヶ谷４－１－１ �９６５－３０９３）へ（申込み順、
電話可）

会場：越ヶ谷地区センター・公民館 往復はがきに
講座名・住所・氏名・電話番号を記入し５／２０（木）必着
で越ヶ谷地区センター・公民館（〒３４３－０８１３越ヶ谷
４－１－１ �９６５－３０９３）へ（申込み多数＝抽せん）

往復はがきに講座名・住所・氏名・電話番号を記入
し４／３０（金）必着で越ヶ谷地区センター・公民館（〒
３４３－０８１３ 越ヶ谷４－１－１ �９６５－３０９３）へ（申
込み多数＝抽せん）

会場：トマトクラブ（南荻島７９－１） ４／２５�１３：００
～１３：１５に参加費を添えて直接荻島地区センター・
公民館（南荻島１９０－１ �９７４－９５５５）へ（申込み
多数＝抽せん）

会場：トマトクラブ（南荻島７９－１） ４／２５�１３：４５
～１４：００に参加費を添えて直接荻島地区センター・
公民館（南荻島１９０－１ �９７４－９５５５）へ（申込み
多数＝抽せん）

４／２８（水）１３：３０～１３：４５に直接増林地区センター・
公民館へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない
場合は同日１５：００から電話申込可
※館外学習先：所沢航空記念公園・川越菓子屋横丁

会場・申込み

市内在住の
概ね５５歳以
上の方
（３０人）

市民
（１６人）

市民（６０人）
（ただし、館
外学習のみ
３０人）

市内在住・
在勤のおおむ
ね３０歳までの
女性（２０人）

市内在住・
在勤の方
（４０人）

市内在住の
おおむね６０
歳以上の男
性
（２０人）

市内在住で小
学３年生以上
のテニス初心
者（１６人）

市内在住で
小学３年生
以上のフット
サル初心者
（２０人）

市民（７０人）
（但し、館外学
習のみ３０人）

対象

材料費
１４００円

材料費
２５００円

館外学習
のみ実費
負担

無料

無料

材料費
２５００円

４８００円

４８００円

館外学習
のみ実費
負担

参加費

①⑨レクリエーション、②人権
学習、③消費者問題、④健康
体操、⑤廃油せっけん作り、⑥
すてきな風呂敷ラッピング、⑦
給食センターの見学と試食、⑧
今すぐできる震災対策

身近にある食材を使い、ひ
と工夫加えたおしゃれな料
理を学ぶ

たかはしよし え

講師 高橋喜江さん

大河ドラマ「龍馬伝」をテー
マに、講義、館外学習を通
して人物や時代背景を学ぶ

か とうけい

講師 加藤�さん
初心者を対象に浴衣の着付
けと和装の心得を学ぶ

の ぐち ま ゆ み

講師 野口真由美さん

「坂本竜馬と兵士たち」
…史実と虚構をめぐって…

たかはし ち は や

講師 高橋千劔破さん

家庭料理の基礎やコツを学ぶ
とともに栄養バランスのとれた
料理で生活習慣病を予防する
講師 食生活改善推進員協
議会

初心者を対象にテニスの基
礎を学ぶ
講師 トマトクラブインス
トラクター

初心者を対象にフットサル
の基礎を学ぶ
講師
GRANDEインストラクター

戦後日本の復興から昭和の
終わりまでを学び、昭和史
全般を振り返る

か とうけい

講師 加藤�さん

内容

５／２０～７／１５
毎週木曜日
１０：００～１１：５０
全９回

５／１９～６／９
毎週水曜日
９：３０～１２：００
全４回

５／２１～６／２５
毎週金曜日
１３：３０～１５：３０
全６回

７／１（木）・７／２（金）
１９：００～２１：００
全２回

６／２～６／３０
毎週水曜日
１９：００～２１：００
全５回

５／２０～６／１７
毎週木曜日
１０：００～１３：００
全５回

５／１６～６／１３
毎週日曜日
１３：３０～１５：３０
全５回

５／１６～６／１３
毎週日曜日
１５：００～１６：３０
全５回

５／１２（水）・２０（木）・２７（木）
６／２（水）・９（水）
１３：３０～１５：３０
全５回

開催日時

いきいき学級

楽しいお料理
講習会

歴史探訪講座

ゆかた着付け教室

歴史教養講座

６０歳からの
男性料理教室

初級テニス教室

初級フットサル
教室

歴史講座

学級・講座名

４／２４（土）９：１５～９：３０に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

４／２８（水）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

往復はがきに講座名・住所・氏名・電話番号・お子
さんの名前・生年月日を記入し４／３０（金）必着で
越ヶ谷地区センター・公民館（〒３４３－０８１３ 越ヶ
谷４－１－１ �９６５－３０９３）へ（申込み多数＝抽せん）

５／１０（月）１０：００～１０：１５に教材費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－
９５５５）へ（申込み多数＝抽せん）

５月２１日（金）１０：１５～１０：３０に参加費を添えて直接
増林地区センター・公民館（増林３－４－１ �９６２
－２８５５）へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たな
い場合は同日１３：００から電話申込可

会場：増林地区センター・公民館 ６月２６日（土）１０：
００～１０：１５に参加費を添えて直接増林地区センター・
公民館（増林３－４－１ �９６２－２８５５）へ（申込
み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は同日１３：００
から７月３日（土）まで電話申込可

＊申込み多数により抽せんの場合は、１組１回の抽せんとします。
なお、定員に満たない場合もありますので、地区センター・公民館
へお問い合わせください

会場・申込み

市内在住の
小学生とそ
の保護者
（１０組）

市内在住の
２～３歳児と
その保護者
（２０組）

市内在住の１
歳６ヶ月～２
歳未満（H２２年
４／１現在）の
幼児とその保
護者（２０組）

市内在住の
２～３歳児と
その保護者
（２０組）

市内在住の
２～３歳児と
その保護者
（２０組）

市内在住の
小学生とそ
の保護者
（８組）

対象

材料費
１人１２００円
（小学生の
子どもの
み）

材料費
６００円

材料費
７００円

教材費
実費負担
６００円

材料費
２００円

材料費
２１００円

参加費

自然観察、頭の体操（作っ
たゲームで遊ぼう）、親子で
クッキング、クラフト、火
の体験、おひなさま作り

お がわ み さ こ

講師 小川三佐子さん、
さいとうみつ こ

斉藤光子さん

お友だちをつくろう、親子でリズ
ム＆運動あそび、親の学習プ
ログラム、おみせやさんごっこを
しよう、動物パンをつくろう
講師 子育てサポーター・チャオ

親子でリトミック、調理、
子育てサロンなどを楽しむ
講師
子育てサポーター・チャオ

親子でいっしょに楽しみな
がら学ぶ
講師
子育てサポーター・チャオ

親子で一緒にリズム体操や工作
などをつくり、家族の大切さを
学ぶ（講演会・保護者間の意見
交換会等を予定：託児可）
講師 子育てサポーター・チャオ

親子で一緒に料理の基礎と
実技を学び、親子のコミュ
ニケーションをはかる
講師 越谷市食生活改善推
進員協議会

内容

５／１５・６／５・７／３・１０／２・
１２／４・１／２９
土曜日
９：３０～１１：３０
全６回

５／１９～６／１６
毎週水曜日
１０：００～１１：４５
全６回

５／１８～６／２２
毎週火曜日
１０：００～１２：００
全６回

５／２４～６／２１
毎週月曜日
１０：００～１２：００
（６／２１は１２：３０まで）
全５回

６／４～７／２
毎週金曜日
１０：１５～１１：４５
全５回

７／１０・１７・３１
毎週土曜日（７／２４除く）
１０：００～１３：００
全３回

開催日時

おやこ体験教室

家庭教育学級�

楽しい
子育て教室

親子遊遊教室

家庭教育学級

親子料理教室

学級・講座名

会員募集
三 味 線 ク ラ ブ

日時：毎週金曜日１３：３０～１５：３０ 入会金：２０００円
会場：荻島地区センター・公民館 月会費：４０００円
内容：長唄小曲 問合せ：戸張 �９７４－１６０１

手 編 み ク ラ ブ
日時：第２・４木曜日９：３０～１１：３０ 入会金：無し
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 月会費：１５００円
内容・対象：手編みの練習、どなたでも 問合せ：森田 �９６６－３３９３

弥 生 会
日時：第２・４木曜日１４：００～１６：００ 入会金：無し 月会費：１５００円
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 問合せ：岡田義明 �９６３－０５２９
内容・対象：割り箸で描く秀草絵手紙教室、どなたでも（若干名）

蒼美会（絵画教室）
日時：第１・３火曜日９：００～１２：００ 入会金：１０００円
会場：主に越ヶ谷地区センター・公民館 月会費：１３５０円
内容・対象：水彩画、デッサン 絵の好きな方 問合せ：高瀬、鈴木 �９６６－４５５０

バイオリンクラブ カンタービレ
日時：第２・４金曜日８：３０～１２：００ 入会金：１０００円
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：２０００円
内容：バイオリン 問合せ：小野里 �０４８－９３５－９５５０

水 墨 画 ク ラ ブ
日時：第１・３土曜日１３：００～１７：００ 入会金：なし
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：１５００円
内容：水墨画 問合せ：河内 �９８９－２２４７

アイリス体操クラブ
日時：月２回月曜日１０：００～１２：００ 入会金：１０００円
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：１０００円
内容：健康体操 問合せ：片山 �９８８－５４８６

松武会空手道クラブ
日時：火・水・土曜日１８：００～ 幼児クラス１７：００～１８：３０ 入会金：１０００円
会場：明正小学校（火曜日） 登戸道場（水・土曜日） 月会費：４０００円
内容：空手 問合せ：松永 �９８８－５８５９

き ら く 会
日時：第２・４木曜日１０：００～１２：００ 入会金：なし
会場：南部交流館 月会費：２１００円
内容：民謡 問合せ：石井 �９８６－８４１２

ヴァイオリン倶楽部
日時：月２回日曜日８：３０～１２：００ 入会金：１０００円 月会費：２０００円
会場：蒲生地区センター・公民館 会場使用料年間：１０００円
内容：バイオリン 問合せ：三浦 E-mail pv@sann.jp

つ く し 会
日時：第２・４火曜日９：３０～１２：００ 入会金：なし
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：２０００円
内容：民謡 問合せ：遠藤 �９８８－３５７７

蒲生マジッククラブ
日時：第１・３木曜日１９：００～２１：００ 入会金：なし
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：５００円
内容：手品、マジック 問合せ：澁澤 �９８６－４６７１

あ し た 葉 会
日時：第２・３金曜日１８：３０～２１：３０ 入会金：なし
会場：蒲生地区センター・公民館 月会費：１５００円
内容：油絵・水彩画 問合せ：小林 �９８７－４９４４

みやしたよしひで さ とうくにひろ い こまめぐ み

講師 宮下善秀さん、佐藤邦広さん、生駒恵美さん

かわむらひであき うず お えん の すけ ほそ だ ふみ こ の むら み わ こ お がわきょう こ たけ だ ま り え

講師 ①⑨川村英明さん、②渦尾延之助さん、③細田文子さん、④野村美和子さん、⑤小川恭子さん、⑥武田真理恵さん、
⑦第二学校給食センター栄養士、⑧埼玉県職員

4

生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
《
Ｔ
Ｒ
Ｙ
》

春
号

5

生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
《
Ｔ
Ｒ
Ｙ
》

春
号



じゃあ、読もう。
ほかの人の考え方を知ったり、ストーリーに感動したり、新しい知識を得られ
たり…。
読書にはさまざまな楽しみがあり、読む人の心を豊かにしてくれます。２０１０年
は国民読書年。
皆さんも読書の楽しみを広げてみませんか。

�343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4F）�963‐9284

初回に開始時間までに直接会
場へ。
申込み多数の場合
１ 初めての方
２ 昨年度受講していない方
３ 昨年度受講者
上記の優先順位と抽選で決定
※同時期に複数の健康体操教
室には申込み出来ません。
※定員に満たない場合は、翌
日から体育課へ。電話可（申
込み順）

※運動しやすい服装でお越しください。体育館の会場に参加される方は、体育館シューズをお持ちください。
※１教室で使用する用具（ボール等）代として実費負担をしていただく場合があります。

詳しくは越谷市レク
リエーション指導者
協議会 川村�９７５－
４７７７

５／２１（金）までに現金書留で
バドミントン連盟事務局へ
�３４３－０８２３相模町１‐２８４‐２
池ノ谷 �９８６‐０２９６

�343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4F）�963‐9284

４／２１（水）９時から体
育課へ
電話可（申し込み順）
※対象児以外の同伴
はご遠慮ください

�343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4F）�963‐9284
●対象：市内在住・在勤の１６歳以上の方（学生を除く）
表内の種目は、指導員による指導（初心者対象）
卓球、ビーチボールバレー、ラケットテニス、バドミントンを時間内利用

※平成２２年度からフリーの利用方法が変更になりますので、時間・種目をご確認ください。
※卓球を利用される方は、抽せんを行いますので、下記の時間までにお集まりください。
�１３時００分（１３時１５分～１４時４５分を利用の場合） �１４時５０分（１５時００分～１６時３０分を利用の場合）

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

※ビーチボール他は、ビーチボールバレー、ラケットテニス、バドミントン

体育課／夜間個人開放
●各体育館で開催日に随時受け付け 参加費無料
●対象：市内在住・在勤の１６歳以上の方。ただし、保護者同伴の場合のみ小・中学生も利用できます。
●時間：１９：００～２１：００
●実施種目：卓球・バドミントン
●会場：月曜日／南体育館・西体育館、水曜日／第１体育館・北体育館
＊大会等で利用できない場合があります

�343‐0011 増林2‐33 �964‐4321

希望日時に随時可。利用
講習会なし。日程変更にな
ることがあります。詳しくは
越谷市立総合体育館へ
体育館シューズ・用具は各
自お持ちください。日程が変
更になることがあります。詳し
くは越谷市立総合体育館へ
体育館シューズは各自
お持ち下さい。日程が
変更になることがあり
ます。詳しくは越谷市
立総合体育館へ

申込み

申込み

西体育館 （毎金曜）
フリー後半

申込み

卓球
ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

卓球
ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他

フリー前半

①桜井地区
センター・
公民館

②総合体育
館

③埼玉県立
大学体育館

第２市立体育館
ただし、７月１０日
（土）越谷しらこ
ばとキャンプ場
（越谷市教育委
員会共催予定）

総合体育館

第二体育館

総合体育館

総合体育館

総合体育館

会場

会場

会場

ドッヂビー
ドッヂビー

ドッヂビー
ドッヂビー
ヨーガ
ヨーガ
ヨーガ
ヨーガ

講師付

市内在住
おおむね４０歳
以上
毎回出席でき
る方
①４０人
②５０人
③４０人
※運動制限
のある方は参
加出来ません。

＊子どもか
ら高齢者ま
で、誰でも
参加できま
す

小学生以上

３歳（H２２．４．１
現在）～６歳（就
学前）の子と
保護者（４０組）

高校生
（１５歳）以上

対象

対象

対象

４／１６
４／２３
４／３０
５／７
５／１４
５／２１
５／２８
６／４
６／１１
６／１８
６／２５
７／２
７／９
７／１６

開催日

体力テスト
卓球

卓球
卓球
卓球
卓球

ユニカール（第２）
ユニカール（第２）

第１体育館（毎木曜）
講師付

※１無料

材料費等
各回２００円
～５００円位

１人１５００円
連盟登録者
は１２００円（保
険料含む）

無料

３００円

大人２時間
３００円、小・
中学生２
時間１５０円
大人２時間
３００円、小・
中学生２
時間１５０円

参加費

参加費

参加費

健康チェック、健康教育（お
話と運動）、健康体操、ハッ
ポちゃん体操。

やまもとさち こ

①講師は山本幸子さん
かい づ み や こ

②講師は海津美弥子さん
むら い たま え

③講師は村井玉枝さん

※初回は２時間程度の内容
となります。

男女ダブルス１～５部
混合ダブルス

親子で一緒に体操します。
（リズム体操等）

エアロビクス・ストレッチ
等（６０分）

卓球・バドミントン・ビー
チボールの自由参加
各２時間単位

ビーチボールの教室は、毎回
指導員による指導がありま
す

内容

内容

内容

４／１５
４／２２
４／２９
５／６
５／１３
５／２０
５／２７
６／３
６／１０
６／１７
６／２４
７／１
７／８
７／１５

開催日

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

南体育館 （毎水曜）
フリー後半

卓球
ビーチボール他
卓球

卓球
ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓 球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他

●各体育館で開催日に随時受け付け 参加費無料
午前…１０：００～１１：３０ 午後…１３：３０～１５：００
前半…１３：１５～１４：４５ 後半…１５：００～１６：３０

フリー前半

①５／２４～７／１２（７／５は除く）
毎週月曜日
１３：３０～１５：００ 全７回

②５／１８～７／１３（５／２５除く）
毎週火曜日
９：１５～１０：４５ 全８回

②５／２７～７／１５
毎週木曜日
１３：３０～１５：００ 全８回

６／１３（日）
８：３０受付 ９：１５開会式

５／１８～７／１３（５／２５は除く）
毎週火曜日
１５：３０～１６：３０
全８回

毎週水曜日・１４：００～・１９：３０～
毎週金曜日・１０：３０～・１９：３０～

５／４（火）・５／５（水）・５／１８（火）・６／１
（火）・６／１５（火）・６／２２（火）・７／６（火）
９：００～２１：３０
（小中学生のみの利用は１７：００まで）
４／１９（月）・５／１（土）・５／３（月）・５／１７（月）
５／２９（土）・６／１４（月）・６／２１（月）
９：３０～１１：３０・１２：００～１４：００・１９：００～２１：００
※５／１は９：３０～１１：３０と１２：００～１４：００。５／３
は１９：００～２１：００。５／２９は９：３０～１１：３０と１２：００
～１４：００の部となります。
（小中学生のみの利用は１７：００まで）

開催日時

開催日時

開催日時

体力テスト
エアロビクス
エアロビクス
エアロビクス
エアロビクス
ビーチボール
ビーチボール
ビーチボール
ビーチボール
ビーチボール

講師付

体育課／越谷市春期スポーツ教室

体育課／生涯スポーツ講座

４／１４
４／２１
４／２８
５／５
５／１２
５／１９
５／２６
６／２
６／９
６／１６
６／２３
６／３０
７／７
７／１４

開催日

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他

ビーチボール他
卓球

卓球
ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

北体育館 （毎月曜）
フリー後半

体育課・市民健康課

春期健康体操教室

レクリエーション講習会
（誰でも出来る楽しい
遊びやスポーツ）

第２２回越谷市バドミントン
ダブルス選手権大会

春期親子ふれあい
体操教室

総合体育館

エアロビクス
ダンス教室

STEPのご利用

ビーチボール
STEP

学級・講座名

学級・講座名

学級・講座名

卓球
ビーチボール他
卓球

卓球
ビーチボール他

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他
卓球

ビーチボール他

フリー前半

体力テスト
フラバールバレー

フラバールバレー
フラバールバレー
エアロビクス
エアロビクス
エアロビクス
エアロビクス
エアロビクス

講師付
フリー

講師付

講座

４／１２
４／１９
４／２６
５／３
５／１０
５／１７
５／２４
５／３１
６／７
６／１４
６／２１
６／２８
７／５
７／１２

開催日

�343‐0023 東越谷4‐9‐1 �965‐2655

�343‐0845 南越谷1‐2876‐1
�990‐0305

４／３０（金・午前中室内整理）
５／３１（月・午前中室内整理）
６／１４（月）・３０（水・午前中室内整理）

当日、直接図書館へ

当日、直接図書館へ

当日、直接図書館へ

申込み

２階会議室
※４／２１の
み２階視聴
覚ホール

２階視聴覚
ホール

２階会議室

２階視聴覚
ホール

会場

南部図書室

４歳～小学
６年生

２・３歳児と
保護者

市民
（１５人）

市民
（先着６０人）

対象

無料

無料

無料

無料

参加費

�343‐0033 恩間181‐1
�978‐5311

４／２６（月）・３０（金・午前中室内整理）
５／１０（月）・２４（月）・３１（月・午前中室内整理）
６／１４（月）・２８（月）・３０（水・午前中室内整理）
７／１２（月）

昔話などの語りと絵本のよ
みきかせ
４／２１は「親子おはなし会」
を実施

わらべうたや絵本のよみき
かせ

テキスト
①「ソロモンの指環」
コンラート・ロレンツ著

②「時が滲む朝」 揚逸著
③「遠雷」 立松和平著

①４／２４（土）１３：３０～１４：００ 「あかいありとくろいあり」他１話
※児童向きです

②４／２５（日）１３：３０～１５：３０ 「私の頭の中の消しゴム」
③５／２３（日）１３：３０～１５：３０ 「グッバイ、レーニン」
④６／２６（土）１３：３０～１４：００ 「だいじょうぶ だいじょうぶ」

※児童向きです
⑤６／２７（日）１３：３０～１５：４０ 「麦の穂を揺らす風」

内容

北部図書室

毎週水曜日（６／３０は除く）
１５：３０～１６：００

①４／２２
②５／２７
③６／２４
木曜日
１１：００～１１：３０

①４／１７
②５／１５
③６／１９
土曜日
１３：３０～１５：３０

開催日時

越谷市立図書館

毎週月曜日（５／３は開館）
４／３０（金・館内整理日）
５／６（木）・２８（金・館内整理日）
６／３０（水・館内整理日）

おはなし会

うさこちゃんの
おへや

市民読書会

映画会

学級・講座名

越谷市立図書館

休
館（
室
）日

６
―

７
２１

１
１５

２
１６

１
１５

２
１６

３
１７

４
１８

―
１８

―
１９

―
２０

７
２１

６
２０

７
２１

１
１５

２
１６

１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：００
１５：００～１５：３０
１３：２０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：００～１５：３０
１０：１５～１１：００
１３：１５～１３：５０
１４：００～１４：３０
１５：００～１５：３０
１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：１５～１５：４５
１３：３０～１４：００
１４：４５～１５：１５

第１・３
火曜

第１・３
水曜

第１・３
木曜

第１・３
金曜

１
２
１８
３１
３４
４
５
６
７
３２
８
９
２３
１１
１２
１３
１４
１５

弥 栄 第 二 公 園
鷲 越 ふ れ あ い 公 園
蒲 生 東 町 自 治 会 館
児 童 館 ヒ マ ワ リ
蒲 生 第 二 小 学 校
越谷ファミリータウン
モアステージ千間台
成 和 ふ れ あ い 公 園
け や き 荘
新 方 小 学 校
く す の き 荘
憩いの里 すこやか
さしきだ自治会内公園
宮本町５丁目北自治会公園
シ ャ ル ム 北 越 谷
越 谷 ス カ イ ハ イ ツ
南 町 第 二 公 園
朝日プラザガーデンシティ新越谷

１３
２７

１４
２８

８
２２

９
２３

８
２２

９
２３

１０
２４

１１
２５

１１
２５

１２
２６

１３
２７

１４
２８

１３
２７

１４
２８

８
２２

９
２３

１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：１５～１５：４５
１３：３０～１４：００
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：１５
１５：００～１５：４５
１３：３０～１４：００
１４：４５～１５：３０
１３：４５～１４：１５
１５：００～１５：３０
１３：１５～１４：００
１４：３０～１５：００

第２・４
火曜

第２・４
水曜

第２・４
木曜

第２・４
金曜

１６
１７
２９
３６
３５
２０
３３
２２
２５
２６
２７
２８
３０
３

千間台西６丁目集会所
せんげん台 パークタウン
大 袋 東 小 学 校
大 林 会 館
千 間 台 小 学 校
桜 井 青 空 東 側 緑 地
荻 島 小 学 校
住 吉 新 生 自 治 会 館
弥 十 郎 児 童 公 園
深 田 公 園
大間野４・５丁目ふれあい公園
若 草 自 治 会 館
大 相 模 小 学 校
越 谷 シ テ ィ ハ ウ ス

7月6月5月4月時間曜日駐車場
No.駐車場

移動図書館「しらこばと号」巡回日程表
7月6月5月4月時間曜日駐車場

No.駐車場

22222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000001111111111111111111111111111111111111100000000000000000000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年はははははははははははははははははははははははははははははははははははははは国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

読書の楽しみを広げよう！

５／２３（日）１３：３０～１６：３０ 簡単なニュースポーツ・簡単なゲーム
７／１０（土）１４：００～２１：００ キャンプファイヤーを経験します
７／１１（日）１３：３０～１６：３０ 前日雨天の場合キャンプの講習
９／１２（日）１３：３０～１６：３０ 誰でも出来る簡単な折り紙・みんなでゲーム
１１／１４（日）１３：３０～１６：３０ 誰でも出来る楽しいレクリエーションダンス
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―そば打ちの魅力とは―
短時間で粉が食べ物に変わるところが、まず一つの魅

力です。そば粉から１時間半後には、形を変えてしまい、

そばという食事が出来上がり、もう食べているのですか

ら。それに、そば打ちの服装。外見も大事です。腰に白

い前掛け、紐を前できゅっと結び、頭は手ぬぐいや帽子

で髪をきりりとまとめた、かっこよさにも魅かれます。

このように、そば打ちにはロマンがあります。それが魅

力です。
ト ラ イ

―そば打ちでこれからTRYしたいこと
（やってみたいこと）はありますか―

「しらこばと蕎麦打ち会」も当時７～８人の会員が、

現在は６５人の会員に育ちました。そば打ちの技術も上達

し、現在は越谷市の行事に参加したり、高齢者介護福祉

施設への慰問、小学生へそば打ちを教えています。

これからは、特に子どもたちに手打ちそばの良さを知

って欲しいです。機会を増やし、その良さを繋げてゆき、

良さを知る底辺を広げられれば、いつか親子三代がそば

打ちを楽しむようになる、そんな風になれたらと考えて

います。

〈関崎さんの
そば打ちの特徴〉

現代の主流である「江
戸流そば打ち」の技術は
もとより、伝統的な会津
や信州地方の技法にも造
詣が深い。

�343‐0015 花田6‐6‐2 �962‐6999

当日販売（先着順）

当日販売（先着順）

申込み

花田苑

花田苑

会場

定員８０人

定員８０人

対象

一服５００円
別途入園
料１００円が
必要です

一服３００円
別途入園
料１００円が
必要です

参加費

日本庭園の四季折々の風情
を味わう茶会です

どなたでも参加できるお茶
席です

内容

４／２９（祝）・５／１６（日）・６／１３（日）・
７／４（日）
１０：００～１５：３０

５／３０（日）・６／２０（日）
１０：００～１５：３０

開催日時

花田苑

日本庭園
「花田苑」茶会

花田苑
やすらぎの茶席

学級・講座名

★
春
で
す
ね
。
別
離
も
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
出
会
い
も

訪
れ
ま
す
。
と
き
め
き
の
季

節
に
思
い
ま
す
。
卒
業
式
で

涙
を
流
し
た
人
に
は
、
学
び

舎
や
学
友
と
の
別
離
が
あ
り

ま
す
。
希
望
と
夢
を
抱
き
な

が
ら
、
社
会
人
一
年
生
と
な

る
人
に
は
、
職
場
の
友
と
の

新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

と
き
め
き
の
想
い
は
、
や
は

り
こ
の
季
節
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

★
桜
前
線
も
北
東
に
向
か
っ

て
お
り
ま
す
。
山
の
春
、
自

然
と
ふ
れ
あ
う
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
あ
だ
た
ら
高
原
の
観
察

と
山
菜
狩
り
が
企
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。「
あ
だ
た
ら
高

原
少
年
自
然
の
家
」
の
施
設

を
利
用
し
て
、
新
し
い
友
と

の
め
ぐ
り
あ
い
や
、
連
休
の

家
族
の
思
い
出
づ
く
り
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

★
先
日
の
講
演
会
の
折
り
、

輝
く
人
生
を
過
す
に
は
年
齢

に
捉
わ
れ
ず
ト
ラ
イ
（
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
し
て
み
る
事
、
と

の
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
越

谷
市
の
そ
ば
打
ち
名
人
の
関

崎
泰
博
さ
ん
の
紹
介
が
、
最

終
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
ば
打
ち
の

講
座
へ
ト
ラ
イ
し
て
み
て
は

と
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

渋
谷

節
子

せき ざき やす ひろ

信州そば打ち名人に認定 越谷市の関崎泰博さん
そば打ちにはロマンがあります。それが魅力です。
「生涯学習」は、何か特別にすることではなく、生きている中で努めること全
てではないでしょうか。 ～越谷市南越谷在住、信州そば打ち名人 関崎泰博さん～

昨年１０月に、長野県松本市で開催された「第３回信州そば打ち名人戦」で、越谷市の
関崎泰博さんが、難易度の高い競技テーマ「粗挽き粉」で、農林水産大臣表彰の名人に輝
きました。
この受賞に関崎さんは、「まさか自分が名人になれるとは思いませんでした」と名人戦
でのそば打ちを振り返りました。関崎さんに「そば打ち」について、お話を伺いました。

●関崎さんのプロフィール
越谷市南越谷在住。
政府系金融機関に勤める、４９歳。
手打ちそば愛好家であり、３人の子どもの父親でもあります。
平成１２年 手打ちそばを初めて経験する。
平成１８年 公民館でそば打ちを教え始める。

「さくら蕎麦道場越谷支部」
平成２０年 「しらこばと蕎麦打ち会」を立ち上げる。

「さくら蕎麦道場越谷支部」
について

初心者から一人でそば打ちが出
来るまで、１期が６回のコースと
なっています。
活動場所 南越谷地区センター・

公民館等
（南越谷４－２１－１）

活動日時 第２・第４土曜日また
は日曜日（午前・午後
のコースあり）

問 合 せ 浅見さん
�０９０－７２１１－３９２２

「しらこばと蕎麦打ち会」
について

主に「さくら蕎麦道場越谷支部」
の卒業生が活動。そばの栽培から
収穫までを体験する活動も行って
います。
活動場所 増林地区センター・

公民館
（増林３－４－１）

活動日時 第３日曜日（原則）
問 合 せ 荻島さん

�０９０－１４６１－５９７１

そば打ちの指導の様子

そば刈り取り（昨年11月）

そば花見（昨年９月）

そば種まき（昨年8月）

「しらこばと蕎麦打ち会」の
活動（栃木県壬生町にて）
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